
調
査
報
告
七
十
七

解
題

体
裁

大
き
さ

丁
数

外
題

見
返
し
題

聿
呈
誌

中
本
。

縦
十
七

二
十
丁

せ
い
だ
ん
あ
を
と
の
き
れ
あ
ぢ

「
清
談
青
砥
刃
味
‐
｜

せ
い
だ
ん
あ
を
と
の
き
れ
あ
ぢ

上
巻
「
清
談
青
砥
刃
味
」

『
清
談
青
砥
刃
味
」
解
題
・
翻
刻
・
影
印

上
下
二
巻
（
各
巻
二
冊
）

、
八
柳
・
横
十
一
・
九
糎

佐
藤

悟
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作
者

画
工

刊
年

序
年
記

改
印

板
元

筆
耕

彫
工

袋底
本

備
考作

者
と
し
て
「
和
堂
珍
海
」
「
兼
吉
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
仮
名
垣
魯
文
の
改
号
前
の
戯
名
と
本
名
で
あ
る
。
本
耆
は
魯
文

二
先
行
研
究
に
つ
い
て

奥
目
録
の
代
り
に
東
花
堂
の
化
粧
品
に
関
す
る
広
告
を
付
す
。

ま
た
後
編
が
巻
末
に
予
告
さ
れ
て
い
た
が
、
板
行
さ
れ
た
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。

本
書
の
諸
本
に
関
し
て
は
、
他
に
個
人
蔵
が
一
本
あ
り
、
ま
た
別
本
に
松
村
明
旧
蔵
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

佐
藤
悟
所
蔵
本

未
詳せい

だ
ん
あ
を
と
の
き
れ
あ
じ

「
渭
談
青
砥
刃
味
」
「
未
春
新
板
」
と
記
す
。

未未
詳詳

弘
化
四
年
正
月

な
し

和
堂
珍
海

松
治
郎
（

弘
化
四
年 せ

い
だ
ん
あ
を
と

下
巻
「
渭
談
青
砥
の
き
れ
あ
ぢ
」

庁
（
上
巻
見
返
し
）
・
兼
吉
（
２
０
ウ
）

（
２
０
ウ
）
一
勇
斎
国
芳
（
上
巻
見
返
し
、
歌
川
国
芳
が
画
い
た
の
は
摺
付
表
紙
と
見
返
し
の
み
）
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七十七『清談青砥刃味」解題・翻刻・影印

平
塚
良
宣
『
仮
名
垣
魯
文
」

年
表
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。

の
処
女
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
本
書
の
伝
存
が
き
わ
め
て
少
な

く
、
図
耆
館
等
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

魯
文
の
伝
記
研
究
の
基
礎
で
あ
る
野
崎
左
文
『
か
な
反
古
」
（
仮
名
垣
文
三
発
行
、
一
八
九
五
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

天
保
十
四
年
魯
文
は
露
闇
、
守
一
、
香
以
等
の
勧
め
に
由
り
当
時
の
狂
言
作
者
に
し
て
傍
ら
戯
作
を
業
と
す
る
花
笠
魯
介
の
門
に
入
り
て

戯
号
を
和
堂
珍
海
と
号
し
初
め
て
一
編
の
戯
文
を
綴
り
て
師
の
添
削
を
乞
ひ
又

十
五
歳
の
時
は
じ
め
て
戯
文
を
作
り
て

砂
は
ら
に
駈
矧
の
た
く
る
暑
さ
か
な
和
堂
珍
海

の
句
あ
り
〈
中
略
〉
其
翌
年
弘
化
元
年
和
堂
珍
海
を
改
め
て
英
魯
文
と
号
し
同
年
『
政
談
青
砥
碑
」
と
題
せ
し
読
切
の
草
双
紙
を
著
せ
り

是
れ
魯
文
の
戯
作
が
上
梓
し
て
世
に
出
で
た
る
初
め
な
り

山
口
豊
子
「
假
名
垣
魯
文
」
言
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
２
所
収
、
昭
和
女
子
大
学
、
一
九
六
六
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
露
闇
、
守
一
、
香
以
等
の
勧
め
に
よ
り
、
狂
言
作
者
で
戯
作
者
、
花
笠
魯
介
（
号
文
京
ま
た
は
李
園
）
の

門
に
入
り
和
堂
珍
海
と
戯
号
、
一
編
の
戯
文
を
綴
っ
て
師
の
添
削
を
乞
ひ
、
次
の
一
句
を
な
し
た
。

十
五
歳
の
時
は
じ
め
て
戯
文
を
作
り
て

砂
は
ら
に
岻
州
の
た
く
る
暑
さ
か
な

翌
弘
化
元
年
二
八
四
四
）
師
の
名
、
魯
介
（
文
京
）
の
各
一
宇
を
併
し
て
、
英
魯
文
と
改
名
。
処
女
作
『
政
談
青
砥
碑
」
（
読
切
の

草
双
紙
）
を
刊
行
し
た
。

（
講
談
社
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
）
に
は
本
書
に
つ
い
て
言
及
が
な
く
、
山
口
豊
子
作
成
の
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正
本
写
は
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
を
草
双
紙
の
上
で
再
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
上
演
さ
れ
た
筋
を
忠
実
に
な
ぞ
り
、
登
場
人
物
の
顔
も

役
者
似
顔
絵
を
用
い
た
り
、
舞
台
機
構
を
見
せ
た
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
清
談
青
砥
刃
味
』
の
考
察
を
す
る
に
は
「
青
砥
槁
」

に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
『
渭
談
青
砥
刃
味
」
は
天
保
改
革
の
影
響
で
、
役
者
の
似
顔
を
用
い
ず
、
舞
台
機
構
も
見
せ
て
い
な
い
。

こ
れ
以
外
で
は
鈴
木
重
三
弓
三
七
全
伝
南
何
夢
』
解
題
・
鈴
木
付
記
」
弓
馬
琴
中
編
読
本
集
成
」
第
七
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）

の
中
で
、
本
書
が
「
青
砥
槁
」
の
正
本
写
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
序
文
に
．
日
僕
青
砥
の
俳
優
に
忽
ち
感
あ
り
。
彼
本
文
に
依
ら

ん
と
す
れ
ど
も
。
滑
川
の
深
く
も
不
捜
縄
に
六
文
な
ら
ぬ
。
三
文
の
智
恵
も
な
く
て
。
こ
の
稗
史
を
編
む
。
」
と
い
い
、
巻
末
に
「
こ
の
後
の

狂
言
は
後
編
に
お
目
に
掛
け
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
す
べ
て
「
か
な
反
古
』
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
上
の
新
見
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
以
降
で
は
『
か
な

反
古
」
の
み
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

興
津
要
「
仮
名
Ｆ

天
保
十
四
年
、

珍
海
と
称
し
た
㈲

〈
中
略
〉

弘
化
元
年
（
一
八
四
ｍ

の
草
双
紙
を
執
筆
し
た
。

三
「
青
砥
稿
」
に
つ
い
て

「
仮
名
垣
魯
文
ｌ
文
明
開
化
の
戯
作
者

‐
四
年
、
庫
七
は
子
之
介
や
露
藺
や
守

八
四
四
）

に
な
る
と
、
庫
七
は
、
和
堂
珍
海
か
ら
英
魯
文
と
改
号
し
、
処
女
作
の
「
政
談
青
砥
碑
」
と
題
せ
る
読
み
切
り

」
（
有
隣
堂
、
一
九
九
三
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

の
す
す
め
で
、
狂
言
作
者
で
、
戯
作
も
執
筆
す
る
花
笠
文
京
の
門
に
入
り
、
戯
号
を
和
堂
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七十七『清談青砥刃味」解題・翻刻。
［
Ⅱ
卜

に
ト

ノ
ノ
ノ

且
扉

「
青
砥
槁
」
は
弘
化
三
年
七
月
二
十
七
日
よ
り
江
戸
市
村
座
で
上
演
さ
れ
た
。
絵
本
番
付
に
は
八
月
一
日
よ
り
と
あ
る
。
四
代
目
中
村
歌
右

衛
門
が
蚕
屋
善
吉
・
名
草
劇
斎
・
青
砥
藤
綱
の
三
役
を
演
じ
、
他
に
十
二
代
目
市
村
羽
左
衛
門
、
坂
東
し
う
か
、
藤
川
花
友
な
ど
が
出
演
し
た
。

辻
番
付
に
は
「
青
砥
稿
く
あ
を
と
ざ
う
し
〉
」
と
い
う
外
題
の
上
に
「
三
七
全
伝
南
河
夢
新
刻
刀
筆
鶯
水
新
語
左
衛
門
藤
綱
摸
稜
・
曲
亭
馬

琴
著
述
其
侭
拙
筆
綴
合
廿
五
段
続
画
本
」
と
い
う
カ
タ
リ
が
あ
る
。
こ
れ
は
曲
亭
馬
琴
の
読
本
『
三
七
全
伝
南
阿
夢
』
（
文
化
五
年
刊
）
室
目
砥

藤
綱
摸
稜
案
」
後
集
（
文
化
九
年
刊
）
と
櫟
亭
琴
魚
作
・
曲
亭
馬
琴
修
補
の
読
本
『
刀
筆
青
砥
石
文
』
（
文
政
三
年
刊
）
を
約
い
交
ぜ
に
し
て

作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
辻
番
付
の
挿
絵
の
多
く
は
、
こ
の
三
作
の
挿
絵
に
多
く
を
拠
り
、
実
際
の
上
演
内
容
と
は
か

な
り
隔
た
り
が
あ
る
。

辻
番
付
に
曲
亭
馬
琴
の
名
を
使
用
し
た
こ
と
は
孫
の
興
邦
に
と
っ
て
不
都
合
で
あ
る
と
考
え
る
馬
琴
に
よ
っ
て
直
ち
に
問
題
と
さ
れ
た
。

「
著
作
堂
雑
記
抄
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

○
丙
午
秋
八
月
上
旬
、
猿
若
町
二
丁
目
市
村
座
に
て
、
吾
旧
の
読
本
三
七
全
伝
南
河
夢
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
井
に
刀
筆
青
砥
碑
一
名
則
刀
筆

鶯
水
新
語
、
こ
の
三
部
の
読
本
を
一
狂
言
に
と
り
組
て
興
行
す
と
聞
え
し
か
ぱ
、
其
狂
言
番
附
を
見
る
に
、
名
代
は
右
の
三
部
の
書
名
を

並
言
し
て
、
青
砥
冊
子
と
題
し
、
そ
の
傍
に
曲
亭
馬
琴
子
の
著
述
を
其
侭
、
拙
き
筆
に
綴
合
せ
し
絵
入
読
本
二
十
五
段
続
と
あ
り
、
此
狂

言
作
者
は
二
代
目
桜
田
治
助
、
は
じ
め
は
篠
田
金
次
と
い
ひ
し
者
立
作
り
に
て
、
本
屋
新
七
藤
本
吉
兵
衛
是
也
、
此
狂
言
貝
屋
善
吉
青
砥

藤
綱
菜
草
外
斎
三
役
は
中
村
歌
右
衛
門
、
赤
根
半
七
に
市
村
家
橘
、
お
六
に
藤
川
花
友
、
三
勝
に
坂
東
し
う
か
、
赤
根
半
六
に
中
村
芝
十

郎
、
盲
人
丹
波
市
に
三
桝
梅
舎
な
ど
見
え
た
り
。
此
余
は
枚
挙
に
暹
あ
ら
ず
、
此
狂
言
三
部
の
読
本
に
世
界
を
一
幕
づ
、
打
交
て
見
す
る

故
に
、
原
本
を
見
ざ
る
看
官
に
解
し
が
た
く
分
ら
ざ
れ
ど
も
、
殊
に
時
好
に
称
ひ
し
に
、
日
毎
に
繁
昌
し
て
、
三
四
十
日
の
間
は
、
二
三

日
以
前
よ
り
約
束
せ
ざ
れ
ば
桟
敷
を
得
難
し
と
聞
え
た
り
、
然
る
に
吾
名
号
を
無
沙
汰
に
狂
言
名
代
看
板
に
載
る
事
は
有
間
敷
に
、
明
に

素
人
の
名
号
を
耆
載
た
る
は
僻
言
也
、
吾
戯
作
は
内
職
に
て
面
正
し
く
も
な
き
わ
ざ
な
れ
ば
、
厳
し
く
障
り
を
い
ひ
つ
か
は
す
べ
く
も
あ

－173－



ら
ず
、
い
か
に
す
べ
き
と
思
ふ
裡
に
、
丁
字
屋
平
兵
衛
来
訪
せ
し
か
ば
、
吾
等
此
義
を
談
じ
て
、
猿
若
町
二
丁
目
の
名
主
村
松
源
六
に
告

て
、
吾
等
名
号
を
削
ら
せ
ら
る
べ
し
と
い
ひ
し
に
、
丁
平
其
身
懇
意
の
さ
る
わ
か
町
な
る
茶
屋
に
談
じ
た
れ
ど
埒
明
ざ
れ
ば
、
丁
字
屋
懇

意
の
町
川
心
の
隠
居
某
を
頼
み
て
、
市
村
座
帳
元
某
方
に
小
川
し
つ
、
則
右
の
趣
を
示
談
し
ぬ
る
故
に
、
一
義
に
承
服
し
て
名
代
看
板
に
、

曲
亭
馬
琴
子
の
五
文
字
を
近
来
高
名
家
と
言
改
め
、
狂
言
番
附
も
右
の
如
く
入
木
直
し
菖
た
り
と
聞
え
た
り
、
文
化
年
間
市
村
座
に
て
春

狂
言
の
二
番
目
に
、
八
百
屋
於
七
物
語
と
い
ふ
新
狂
言
を
出
し
け
る
時
、
京
伝
と
吾
等
が
名
号
を
借
用
致
度
由
に
て
、
座
元
よ
り
申
来
り

し
に
、
其
頃
は
吾
等
元
飯
田
町
に
在
り
、
今
の
身
分
と
異
な
れ
ば
、
則
其
意
に
任
せ
た
り
、
是
に
よ
り
て
二
番
目
の
狂
言
名
代
を
京
伝
子

の
滑
稽
曲
亭
子
の
筆
勢
八
百
屋
お
七
物
語
と
題
し
た
り
、
然
る
に
其
狂
言
さ
せ
る
評
判
も
な
く
、
久
し
か
ら
ず
し
て
亦
別
の
狂
言
に
な
り

た
り
と
剛
に
き
、
か
、
る
例
も
あ
る
に
、
こ
た
び
市
村
座
に
て
窓
に
吾
名
号
を
渡
世
の
飾
に
し
ぬ
る
事
、
誠
に
沙
汰
の
涯
り
也
、
與
邦
の

為
に
宜
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
右
の
如
く
に
計
ひ
た
り
、
是
只
戯
名
の
罪
な
る
べ
し
、
右
の
青
砥
ざ
う
し
は
、
十
月
下
旬
顔
見
世
前
迄
相
続
し

た
り
、
其
間
九
月
中
旬
よ
り
六
歌
仙
の
新
浄
瑠
理
を
一
幕
出
し
添
へ
、
亦
十
月
上
旬
よ
り
源
平
布
引
滝
の
浄
瑠
理
狂
言
一
幕
を
添
た
り
、

只
是
の
み
、
右
に
い
へ
る
昔
年
八
百
屋
お
七
物
語
と
い
ふ
狂
言
の
作
者
は
河
竹
文
次
に
て
、
後
に
二
代
目
瀬
川
如
皐
に
な
り
し
者
な
り
、

皆
是
無
益
の
説
話
な
れ
ど
も
、
し
ば
ら
く
遺
忘
に
術
へ
、
且
は
其
崖
略
を
記
す
の
み
、
右
に
し
る
せ
し
青
砥
ざ
う
し
名
代
看
板
一
義
に
つ

き
、
何
者
歎
読
た
り
け
ん
落
頌
あ
り
、
そ
の
う
た
に
云
、
桜
田
は
青
砥
不
実
な
摸
稜
案
馬
琴
の
責
に
あ
た
り
狂
言
、
此
歌
は
や
く
市
村
座

の
楽
屋
へ
も
聞
え
て
、
俳
優
等
絶
倒
し
た
り
と
い
ふ
、
耆
津
文
渓
堂
が
話
な
り
、
或
は
云
、
右
の
歌
は
画
工
英
泉
の
手
よ
り
出
た
り
と
、

他
が
口
ず
さ
み
た
る
な
ら
ん
、
蝉
蹴
幣

「
狂
言
番
付
」
の
変
更
は
役
割
番
付
の
カ
タ
リ
に
は

曲
亭
馬
琴
著
述
其
侭
拙
筆
綴
合
廿
五
段
続
画
入
本

と
あ
る
も
の
と
、
「
曲
亭
馬
琴
」
を
「
近
来
銘
家
」
と
入
木
に
よ
っ
て
直
し
た
も
の
の
二
種
が
見
ら
れ
る
の
で
、
馬
琴
の
記
述
が
裏
付
け
ら
れ
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七十七「渭談青砥刃味』解題・翻刻・影印

る
。
こ
ん
な
事
件
も
あ
っ
て
、
馬
琴
の
記
述
の
よ
う
に
「
青
砥
槁
」
の
評
判
は
桟
敷
の
入
手
が
難
し
い
な
ど
、
き
わ
め
て
高
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
魯
文
の
序
文
に
も
そ
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

最
初
の
絵
本
番
付
、
台
帳
そ
の
他
に
よ
っ
て
全
体
の
構
成
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

発
端
半
六
が
楠
を
切
っ
た
際
、
誤
っ
て
丹
波
市
が
死
に
、
そ
の
娘
お
さ
ん
が
半
六
の
子
半
七
の
許
嫁
と
な
る
。

序
幕
半
六
は
笠
屋
平
三
郎
に
お
さ
ん
を
殺
す
よ
う
に
頼
み
、
熊
に
化
け
た
平
三
郎
は
お
さ
ん
を
自
分
の
娘
と
し
て
連
れ
去
る
。
家

老
嶬
松
典
臓
は
宝
田
曽
太
夫
を
射
殺
し
、
御
家
の
系
図
を
奪
う
。

二
幕
目
義
次
郎
仇
討
ち
に
出
立
。
文
字
石
は
観
音
堂
で
謎
の
男
と
契
る
。
半
七
は
典
膳
娘
園
花
と
結
婚
す
る
。
半
七
は
武
芸
を
試
さ

れ
、
若
殿
吉
若
君
の
傅
役
と
し
て
鎌
倉
に
下
り
、
密
か
に
北
辰
の
尊
像
を
詮
議
す
る
。
江
州
二
夫
川
の
百
姓
善
吉
は
鎌
倉
に
下

る
途
中
、
木
曾
街
道
妻
籠
宿
の
娘
お
六
に
出
会
い
、
そ
の
孝
行
ぶ
り
に
感
心
す
る
。

三
幕
目
吉
若
君
遊
興
。
遊
廓
に
勤
め
た
善
吉
は
主
人
白
ま
ゆ
の
長
に
勤
め
ぶ
り
を
認
め
ら
れ
、
大
金
を
与
え
ら
れ
帰
郷
。
医
者
の
劇

斎
は
お
れ
き
を
妾
に
抱
え
る
。
全
八
郎
、
長
九
郎
は
舞
子
三
勝
を
誘
拐
、
半
七
は
三
勝
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
お
さ
ん
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
娘
お
づ
う
を
伴
い
鎌
倉
を
立
ち
退
く
。

四
幕
目
護
摩
の
灰
、
宇
太
郎
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
善
吉
は
野
上
の
宿
に
い
た
お
六
に
助
け
ら
れ
る
。
そ
の
宿
で
、
半
七
は
病
の
た
め

切
腹
し
よ
う
と
し
て
、
お
づ
う
に
書
置
き
を
唄
に
し
て
教
え
る
。
そ
こ
に
平
三
郎
が
現
わ
れ
、
三
勝
と
再
会
す
る
。
御
家
の
重

役
新
十
郎
は
買
い
戻
し
た
北
辰
の
尊
像
を
半
七
に
与
え
る
。
尊
像
の
奇
特
に
よ
っ
て
病
も
全
快
す
る
。

同
返
し
「
郡
郵
」
。
宇
太
郎
か
ら
逃
れ
た
善
吉
は
山
中
の
古
社
で
公
家
姿
で
野
路
の
玉
川
を
歩
む
が
太
陽
が
二
つ
昇
り
、
川
の
氷
が

溶
け
て
落
ち
る
夢
を
み
る
。
（
常
磐
津
浄
瑠
璃
）

五
幕
目
善
吉
は
従
兄
弟
の
昌
九
郎
と
の
妻
の
お
う
し
に
だ
ま
さ
れ
て
金
を
奪
わ
れ
る
が
、
お
六
に
助
け
ら
れ
、
二
人
を
許
し
、
お
六
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難
で
あ
る
。

七
幕
目
劇
斎
の
出
立
と
、
義
次
郎
が
お
さ
じ
を
使
っ
て
お
れ
き
に
接
近
す
る
。

八
幕
Ⅱ
義
次
郎
が
墓
場
で
陥
れ
ら
れ
る
。

最
初
の
辻
番
付
に
よ
れ
ば
、
「
郡
鄭
」
の
場
は
八
月
十
九
日
よ
り
上
演
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
番
Ⅱ
の
絵
本
番
付
で
は
四
幕
Ⅱ
返
し
の
「
郡
靴
」
と
七
幕
Ⅲ
、
八
幕
目
が
な
く
な
り
、
六
幕
目
の
あ
と
の
大
切
に
所
作
事
の
「
六
歌
仙
」

が
上
演
さ
れ
る
。
二
番
目
の
辻
番
付
に
よ
れ
ば
、
こ
の
上
演
は
九
月
十
三
日
か
ら
の
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
番
Ⅱ
の
辻
番
付
に
よ
れ
ば
十

月
二
日
か
ら
は
一
番
目
と
二
番
目
の
間
に
「
源
平
布
引
滝
」
を
出
し
て
い
る
。
二
番
目
の
辻
番
付
に
は
「
後
編
十
三
幕
」
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
挿
絵
や
役
割
か
ら
判
断
す
る
と
、
名
草
劇
斎
の
筋
で
あ
る
が
、
二
番
目
・
三
番
目
の
絵
本
番
付
を
見
て
も
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
実
際
の
上
演
は
絵
本
番
付
の
六
幕
目
ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
青
砥
稿
」
と
『
清
談
青
砥
刃
味
」
の
関
係
を
見
る
と
四
幕
目
ま
で
と
い
う
形
に
な
り
、
四
幕
目
の
返
し
で
あ
る
「
椰
郭
」
を
口
絵
で
示
し
、

未
完
に
終
っ
た
後
編
へ
の
興
味
を
予
め
繋
ぐ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

本
文
に
関
し
て
は
翻
刻
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
「
青
砥
槁
」
を
忠
実
に
踏
ま
え
て
い
る
。
魯
文
は
後
に
読
本
の
抄
録
を
多
数
執
筆
す
る

が
、
本
作
執
筆
に
当
た
っ
て
「
三
七
全
伝
南
何
夢
』
『
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
』
『
刀
筆
青
砥
石
文
」
を
読
み
込
ん
だ
と
い
う
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

文
体
も
次
に
示
し
た
よ
う
に
「
故
」
で
繋
い
で
い
く
と
い
う
説
明
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
本
文
自
身
か
ら
文
学
的
な
香
を
味
わ
う
こ
と
は
困

と
結
蜥
す
る
。
義
次
郎
が
お
れ
き
に
出
会
う
。
小
膝
は
宇
太
郎
に
拐
か
さ
れ
、
昌
九
郎
が
誤
っ
て
小
藤
と
字
太
郎
を
殺
す
。
摘

二
と
伯
母
お
そ
や
は
二
人
の
死
骸
を
昌
九
郎
と
お
う
し
に
見
せ
か
け
、
善
吉
は
犯
人
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
る
。

六
幕
目
青
砥
藤
綱
の
裁
き
に
よ
り
、
善
吉
の
無
実
と
犯
人
が
明
ら
か
に
な
り
、
宇
太
郎
は
お
う
し
の
兄
、
小
藤
は
嬬
二
の
娘
で
あ
る

こ
と
が
判
る
（
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ｎ
Ⅱ
ド

ダ
ニ
芦

ノ
ノ
ノ

弧
判
辨

こ
の
部
分
だ
け
で
「
故
」
が
四
ヶ
所
見
ら
れ
る
。

「
青
砥
稿
」
の
正
本
写
に
は
本
書
の
他
に
『
勧
善
青
砥
證
」
全
八
編
（
各
編
上
下
四
冊
）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
「
三
七
孝
貞
六
義
復
讐
」

と
い
う
角
書
が
あ
り
、
作
者
は
初
編
か
ら
七
編
ま
で
が
藤
本
藪
雀
庵
）
斗
蚊
、
八
編
は
松
園
梅
彦
で
、
画
工
は
初
編
か
ら
六
編
ま
で
が
三
代
目

歌
川
豊
国
、
七
編
が
五
雲
亭
貞
秀
で
外
題
を
歌
川
豊
国
が
、
八
編
は
一
梅
斎
芳
春
が
担
当
し
て
い
る
。
板
元
は
菊
屋
幸
三
郎
で
あ
る
。
刊
年
と

改
印
を
各
編
ご
と
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

初
編
弘
化
四
年
改
印
な
し

二
編
弘
化
四
年
改
印
「
米
良
」

三
編
弘
化
四
年
改
印
「
米
良
」

四
編
弘
化
五
年
改
印
「
村
松
」
「
吉
村
」

五
編
弘
化
五
年
改
印
「
村
松
」
「
吉
村
」

六
編
嘉
永
二
年
改
印
「
村
田
」
「
米
良
」

七
編
嘉
永
四
年
改
印
な
し

八
編
嘉
永
六
年
改
印
「
衣
笠
」
「
村
田
」
「
子
八
」

初
．
四
・
六
編
に
は
花
笠
文
京
の
序
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
八
編
「
青
砥
名
誉
仁
政
録
」
と
い
う
別
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第

け
る
を
、
胴
巻
き
に
入
れ
し
ま

道
に
て
護
摩
の
灰
に
付
け
ら
れ

善
吉
生
国
を
出
て
よ
り
、
鎌
倉
の
滑
川
藪
屋
の
内
に
三
年
越
し
奉
公
な
し
て
運
に
叶
ひ
、
正
直
正
路
の
恵
み
故
、
六
十
両
余
り
の
金
を

貯
め
し
に
、
ま
た
主
人
よ
り
褒
美
と
し
て
五
十
両
の
金
を
貰
ひ
、
そ
の
他
出
入
る
客
な
ど
よ
り
饅
別
を
貰
ひ
し
故
、
百
二
十
両
の
金
あ
り

け
る
を
、
胴
巻
き
に
入
れ
し
ま
、
、
明
荷
の
内
へ
い
、
み
込
み
、
割
り
掛
け
に
し
た
れ
ど
も
、
金
高
の
重
み
故
、
肩
に
摺
り
て
見
へ
る
故
、
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様
子
を
異
時
同
図
法
的
に
描
く
。

見
返
し
青
砥
藤
綱
、
滑
川
の
場
。
「
勧
」
三
編
１
ウ
・
２
オ
の
口
絵
。
こ
の
場
面
は
本
文
に
関
係
が
な
く
、
辻
番
付
に
も
見
ら
れ
る
が
、

上
演
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
青
砥
藤
綱
の
滑
川
の
説
話
は
人
口
に
膳
炎
し
、
「
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
」
前
集
の
口
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

口
絵
（
１
ウ
・
２
オ
）
「
郡
郵
」
の
場
。
「
絵
」
四
幕
目
返
し
。
「
勧
」
二
編
８
ウ
・
９
オ
、
皿
ウ
・
皿
オ
。
「
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
』
の
挿

絵
よ
り
は
辻
番
付
や
絵
本
番
付
に
近
い
構
図
で
あ
る
。

２
ウ
・
３
オ
「
絵
」
発
端
。
「
勧
」
初
編
３
ウ
・
４
オ
。
「
絵
」
・
「
勧
」
・
辻
番
付
は
事
故
後
の
様
子
を
描
く
が
、
「
清
」
は
そ
の
前
の

『
清
談
青
砥
刃
味
』
（
「
清
」
と
略
す
）
の
挿
絵
と
絵
本
番
付
（
「
絵
」
と
略
す
）
、
『
勧
善
青
砥
識
」
（
「
勧
」
と
略
す
）
の
関
係
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

三
編
ま
で
が
「
青
砥
稿
」
の
正
本
写
し
で
あ
る
。

６
ウ
・
７
オ
「
絵
」
二
幕
目
。
「
勧
」
初
編
８
ウ
・
９
オ
、
９
ウ
・
叩
オ
。

６
オ
「
勧
」
初
編
７
ウ
・
８
オ
。

４
ウ
・
５
オ
「
絵
」
序
香

５
ウ
「
勧
」
初
編
８
ウ
。

３
ウ
・
４
オ
「
絵
」
序
幕
。
「
勧
」
初
編
４
ウ
・
５
オ
。
「
三
七
全
伝
南
利
夢
』
巻
之
二
吃
ウ
・
咽
オ
の
椛
図
と
似
て
い
る
。

４
ウ
・
５
オ
「
絵
」
序
幕
。
「
勧
」
初
編
６
ウ
・
７
オ
。

四
『
清
談
青
砥
刃
味
』
と
「
青
砥
稿
」
、
『
勧
善
青
砥
護
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
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７
ウ
・
８
オ
「
絵
」
二
幕
目
。
「
勧
」
初
編
皿
ウ
・
皿
オ
。

８
ウ
・
９
オ
「
絵
」
三
幕
目
。
「
勧
」
初
編
皿
ウ
・
昭
オ
。
辻
番
付
は
『
三
七
全
伝
南
河
夢
」
巻
之
三
ｕ
ウ
・
肥
オ
に
該
当
す
る
挿
絵
で

あ
る
が
、
「
清
」
「
勧
」
と
も
に
別
構
図
で
あ
る
。

９
ウ
・
岨
オ
「
勧
」
初
編
昭
ウ
・
皿
オ
。

帥
ウ
「
絵
」
三
幕
目
。
「
勧
」
初
編
肥
ウ
・
脇
オ
。

五

20919

ウウウ

の
で
主
の
る

lllO

オウ
岨
ウ

Ⅳ
ウ

八
ｂ
ラ
／

『
１
１
書
ｒ

喝
ウ
Ｍ
ウ
肥
ウ
皿
ウ
皿
ウ

肥
オ

恥
オ

1312

オオ

17

オ

1514

オオ
岨
オ
「
勧
」
二
編
４
ウ
・
５
オ
。

鋤
オ
「
勧
」
二
編
６
ウ
・
７
オ
。
「
清
」
「
勧
」
と
も
に
辻
番
付
の
構
図
に
似
る
。
辻
番
付
の
構
図
は
『
三
七
全
伝
南
何
夢
」
巻
之

皿
オ
の
構
図
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。

「
絵
」
四
幕
目
。
「
勧
」
二
編
７
ウ
・
８
オ

「
勧
」
初
編
喝
ウ
・
岨
オ
。

「
絵
」
三
幕
目
。
「
勧
」
二
編
１
ウ
・
２
ォ

「
勧
」
二
編
２
ウ
・
３
オ

「
絵
」
四
幕
目
。
「
勧
」
二
編
５
ウ
・
６
オ

辻
番
付
の
構
図
に
似
る
。
辻
番
付
の
こ
の
場
面
は
室
月
砥
藤
綱
摸
稜
案
」
後
集
巻
之
二
四
オ
と
妬
オ
の
挿
絵
を
合
成
し
た
も

「
絵
」
三
幕
目
。
「
勧
」
初
編
陥
ウ
。
Ⅳ
オ
。
『
刀
筆
青
砥
石
文
」
巻
之
二
咽
ウ
・
田
オ
の
構
図
と
似
う
Ｑ
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絵
等
の
使
用
が
難
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。

次
に
本
書
が
弘
化
三
年
の
い
つ
頃
に
刊
行
さ
れ
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
刊
行
月
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
改
印
で
あ
る
が
、

本
書
に
は
改
印
が
見
ら
れ
な
い
。
「
勧
善
青
砥
證
」
初
編
に
も
改
印
は
見
ら
れ
ず
、
両
耆
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

弘
化
四
年
刊
の
新
刊
草
双
紙
で
改
印
が
見
ら
れ
な
い
も
の
に
は
こ
れ
ら
以
外
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
百
聴
福
等
雀
」
二
編
（
立
亭
京
楽
作
、
歌
川
国
芳
画
、
喜
多
屋
孫
兵
衛
刊
）

『
み
め
よ
り
草
紙
』
二
編
（
笠
亭
仙
果
作
、
五
風
亭
貞
虎
画
、
山
本
平
吉
刊
）

こ
れ
ら
の
草
双
紙
が
す
べ
て
無
届
け
で
刊
行
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
改
印
が
な
い
理
由
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

弘
化
三
年
は
天
保
改
革
が
継
続
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
草
双
紙
や
浮
世
絵
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
規
制
を
受
け
て
い
た
。
特
に
役
者
似
顔

同
じ
「
青
砥
槁
」
の
正
本
写
し
で
あ
り
な
が
ら
、
分
量
的
に
は
「
清
談
青
砥
刃
味
」
は
『
勧
善
青
砥
證
」
の
三
分
の
二
で
あ
る
。
ま
た
挿
絵

に
絵
本
番
付
の
影
響
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
勧
善
青
砥
證
」
と
は
共
通
す
る
挿
絵
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

『
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
』
「
三
七
全
伝
南
河
夢
」
「
刀
筆
青
砥
石
文
」
の
挿
絵
と
比
較
す
る
と
読
本
挿
絵
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

な
ろ
う
。
似
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
青
砥
稿
」
が
こ
の
三
作
に
拠
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
清
談
青
砥
刃
味
」

と
「
勧
善
青
砥
證
」
の
挿
絵
は
舞
台
そ
の
も
の
を
写
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

弘
化
三
年
四
月
に
は
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
と
弟
子
た
ち
の
改
名
披
露
の
摺
物
が
問
題
に
な
っ
た
。
取
締
り
側
の
結
論
と
し
て
は
市
販
す
る
も

五
『
清
談
青
砥
刃
味
』
の
出
版
時
期
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の
で
は
な
い
と
い
う
前
提
で
、
挿
絵
は
「
似
顔
」
と
は
見
え
な
い
が
、
「
歌
舞
妓
狂
言
様
の
絵
柄
」
な
の
で
、
挿
絵
を
除
き
、
句
集
と
し
て
の

出
板
の
み
が
許
さ
れ
た
言
市
中
取
締
類
集
」
書
物
錦
絵
之
部
第
七
三
件
）
。

閏
五
月
に
改
名
主
の
渡
辺
庄
右
衛
門
が
歌
川
国
芳
の
「
里
す
、
め
ね
ぐ
ら
の
仮
宅
」
と
題
す
る
錦
絵
の
衣
類
の
紋
所
に
改
印
の
押
し
方
の
問

題
で
お
答
め
を
受
け
て
い
る
今
市
中
取
締
類
集
」
書
物
錦
絵
之
部
第
七
五
件
）
・

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
「
青
砥
稿
」
の
正
本
写
で
あ
る
本
書
は
い
つ
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
改
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
書
と
「
勧
善
青
砥
認
』
は
同
じ
月
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
「
勧
善
青
砥
證
」
二
編
・
三
編
の
改
印
は
「
米
良
」
で
あ

る
。
岩
切
友
里
子
「
天
保
改
革
と
浮
世
絵
」
（
「
浮
世
絵
芸
術
」
百
四
十
三
号
〈
国
際
浮
世
絵
学
会
、
二
○
○
二
年
三
月
〉
）
に
よ
れ
ば
弘
化
三

年
の
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
改
印
と
名
主
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
月
「
渡
」
渡
邉
庄
右
衛
門

閏
五
月
「
普
」
普
勝
伊
兵
衛

六
月
「
吉
村
」
吉
村
源
太
郎

七
月
「
村
松
」
村
松
源
六

八
月
「
濱
」
濱
弥
兵
衛

九
月
「
衣
笠
」
衣
笠
房
次
郎

十
月
「
村
」
あ
る
い
は
「
村
田
」
村
田
佐
兵
衛

十
一
月
「
米
良
」
米
良
太
一
郎

こ
れ
ら
か
ら
『
勧
善
青
砥
認
』
初
編
が
改
を
受
け
た
時
期
は
弘
化
三
年
十
月
前
後
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
本
書
も
そ
の
頃
の
改
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
取
締
り
が
一
時
緩
和
さ
れ
、
歌
舞
伎
関
係
の
出
版
物
で
あ
る
本
耆
の
よ
う
な
作
品
の
刊
行
が
可
能
と
な
っ
た
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こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

第
一
は
『
清
談
青
砥
刃
味
」
の
刊
年
と
書
名
が
「
か
な
反
古
」
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
序
文
の
年
記
や
内
容
か
ら
弘
化
三

年
中
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
か
な
反
古
』
は
魯
文
の
処
女
作
を
弘
化
元
年
刊
『
政
談
青
砥
碑
』
と
す
る
。
「
清

談
青
砥
刃
味
」
の
作
者
も
和
堂
珍
海
で
あ
り
、
『
政
談
青
砥
碑
」
が
「
清
談
青
砥
刃
味
』
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
間
違
い
が
起
き
た
原
因
と
し
て
、
野
崎
左
文
が
本
書
を
実
見
せ
ず
、
伝
聞
で
記
し
た
た
め
、
安
政
四
年
二
八
五
七
）
十
二
月
の
改

印
を
持
つ
鈍
亭
主
人
（
魯
文
）
作
『
大
日
坊
青
砥
政
談
」
や
読
本
『
刀
筆
青
砥
石
文
」
、
弘
化
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
草
双
紙
『
冑
陽
石
應
礎
』

初
編
（
一
筆
庵
主
人
作
、
三
代
目
歌
川
豊
国
画
）
な
ど
と
混
同
し
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
。

第
二
は
魯
文
が
花
笠
文
京
に
入
門
し
た
時
期
が
天
保
十
四
年
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
処
女
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゞ

序
文
は
自
序
で
あ
り
、
文
京
が
校
閲
し
た
形
跡
も
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
京
は
競
合
作
で
あ
る
「
勧
善
青
砥
證
』
に
序
文
を
記
し
、

そ
の
代
作
者
の
可
能
性
す
ら
あ
る
。
ま
た
魯
文
は
「
英
魯
文
」
と
い
う
戯
名
を
貰
っ
た
筈
な
の
に
、
「
和
堂
珍
海
」
と
い
う
戯
名
を
使
用
し
て

い
る
。
文
京
と
の
師
弟
関
係
を
示
す
も
の
が
な
い
以
上
、
文
京
に
入
門
し
た
時
期
は
も
っ
と
下
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
嘉
永
元
年
に
入
門

し
、
そ
の
披
露
が
行
な
わ
れ
た
の
が
嘉
永
二
年
刊
「
名
聞
面
赤
本
」
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
に
は
似
顔
絵
は
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
「
勧
善
青
砥
證
」
初
編
は
青
砥
藤
綱
な
ど
が
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門
の

面
影
を
伝
え
る
挿
絵
で
あ
る
が
、
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
読
本
の
合
巻
化
と
い
う
形
を
取
り
な
が
ら
刊
行
さ
れ
た
の
が
こ
の
二
種
の
正

本
写
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
残
さ
れ
た
問
題
点
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旧
匡
レ
グ
ア
〆

見
扉

翻
刻

り
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
は
通
常
、
板
元
名
が
明
記
さ
れ
る
袋
、
表
紙
、
見
返
し
等
に
板
元
名
が
一
切
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
東
花
堂
と
い
う
御
白
粉
製
所

（
化
粧
品
店
）
の
広
告
が
上
下
巻
の
裏
表
紙
見
返
し
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
書
が
束
花
堂
を
金
主
と
し
て
出
さ
れ
た
入
銀
本
、

も
し
く
は
景
物
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
無
名
の
魯
文
を
景
物
本
に
起
用
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ

難
し
い
。

第
三
は
「
和
堂
珍
海
」
と
い
う
戯
名
の
ほ
か
に
、
「
兼
吉
」
と
い
う
本
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
画
工
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
「
松
治

郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
松
治
郎
」
は
外
題
衾
紙
）
を
描
い
た
歌
川
国
芳
と
は
別
人
で
、
正
体
不
明
の
画
工
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
本

名
を
記
す
と
い
う
こ
と
は
、
天
保
十
三
年
六
月
三
日
に
出
さ
れ
た
出
板
に
か
か
わ
る
町
触
の
中
の
「
何
書
物
二
よ
ら
ず
新
板
之
物
作
者
井
板
元

之
実
名
奥
書
二
為
致
可
申
事
」
と
い
う
条
項
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
条
項
に
よ
り
天
保
十
四
年
の
新
刊
に
は
、
戯
湘
の
「
為
永
春

水
」
で
は
な
く
「
教
訓
舎
長
次
郎
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
表
記
の
あ
り
方
は
弘
化
三
年
の
時
点
で
は
本
書
以
外
に
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
こ
の
実
名
表
記
の
問
題
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
素
人
的
な
作
品
で
あ
り
、
文
京
の
関
与
を
見
い
だ
す
こ
と
は

一
凡
例
一

○
序
文
（
１
オ
）
と
口
絵
（
１
ウ
・
２
オ
）
は
ふ
り
が
な
が
振
っ
て
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

○
本
文
は
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
で
あ
る
の
で
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
句
読
点
を
施
し
た
。
漢
字
に
は
も
と
の
本
文
を
ふ
り
が
な
と
し
て
そ
の
ま
ま

以
上
の
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
欄
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。
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あ
る
ひ
や
つ
が
れ
あ
を
と
わ
ざ
を
き
た
ち
ま
か
ん
か
の
ほ
ん
も
ん
よ
な
め
り
か
は
ふ
か
き
ぐ
ら
ず
わ
づ
か
ろ
く
も
ん
さ
ん
も
ん
ち
ゑ

一
日
僕
青
砥
の
俳
優
に
忽
ち
感
あ
り
。
彼
本
文
に
依
ら
ん
と
す
れ
ど
も
。
滑
川
の
深
く
も
不
捜
。
縄
に
六
文
な
ら
ぬ
。
三
文
の
智
恵
も
な
く

さ
う
し
あ
ひ
や
く
く
わ
ん
た
い
ま
つ
て
ら

な
ん
わ
か
ん
ふ
み

こ
と
え
げ
き
さ
い
い
ん
あ
く
ぜ
ん
き
ち
ぜ
ん
か
う

て
。
こ
の
稗
史
を
編
む
。
百
貫
の
松
明
は
照
す
と
も
。
何
ぞ
和
漢
の
書
に
あ
か
る
き
事
を
得
む
。
劇
斎
が
隠
悪
。
善
吉
が
善
行
。
と
も
に

く
わ
ん
ち
ゃ
う

み
も
の

は
ん
し
ち
お
ろ
く
ぐ
し
は
ひ
き

や
う
や
く
わ
り
こ
み
ど
ま

の
ぞ
こ
と
え

勧
懲
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
見
る
者
あ
か
ね
半
七
と
。
於
六
櫛
の
歯
の
引
も
き
ら
ず
。
漸
に
し
て
割
込
の
土
間
に
入
り
て
。
覗
く
事
を
得
た
り
。

し
か

こ
う
で
に
ぶ

は
が
ね
い
か
で
あ
を
と
と
ぐ
こ
と
た
ず
ふ
ぢ
つ
な
な
ち
な
し
げ
つ
み
あ
ま
か
り
そ
の
え
だ
ｊ
、

然
れ
ど
も
。
小
腕
も
鈍
き
な
ま
く
ら
鋼
。
争
か
青
砥
に
か
け
て
研
事
あ
ら
む
。
只
藤
綱
の
名
に
因
み
。
繁
き
を
摘
余
れ
る
苅
。
其
條
々
に
か
ら

つ
き
み
き
た
す
つ
ち
か
は
な
さ
く
は
る
ま
つ

み
付
た
る
幹
を
助
け
て
培
ふ
も
花
咲
春
を
侍
に
な
ん

せ
い
だ
ん
あ
を
と
の
き
れ
あ
河

清
談
青
砥
刃
味

せ
い
だ
ん
あ
を
と
の
き
れ
あ
ぢ

清
談
青
砥
刃
味
（
上
巻
表
紙

丁
移
り
の
内
向
Ｍ
圓
閑
閉
口
は
省
略
し
た
。

○
仮
名
遣
い
等
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

弘
化
四
丁
未
春
新
板

用
い
た
。
本
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
、

和
堂
珍
海
作

一
勇
斎
国
芳
画

【
本
文
］

（
上
巻
見
返
し
）
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や
ま
と
く
に

と
し
く
す
じ
ゆ
と
こ
ろ
れ
う
し
ゆ
つ
、
ゐ
じ
ゆ
ん
せ
う
ど
の
お
ほ
さ
ほ
せ
う
そ
ま
お
ほ
き

大
和
の
国
米
谷
山
に
年
ふ
る
楠
の
大
樹
あ
り
し
を
、
所
の
領
主
、
続
井
順
昭
殿
の
仰
せ
に
よ
り
て
、
佐
保
の
荘
の
杣
を
多
く
つ
ど
へ
、
伐
り

い
だ

そ
る
あ
し
ば
か
て
う
な
は
し
め
お
の
い
に
は
か
か
ぜ
ふ
お
こ
は
お
と

出
さ
ん
と
、
手
を
揃
へ
、
足
場
を
掛
け
て
手
斧
始
し
た
れ
ど
も
、
い
か
な
事
に
や
、
斧
を
入
る
れ
ば
、
俄
に
大
風
吹
き
起
り
、
木
の
葉
落
と

ぜ
い
そ
ま
ひ
と
か
～
あ
し
く
じ
き
づ
か
ふ
む
も
の
す
ぐ
と
し
こ
だ
ま
た
、
じ
ん
さ
ま
た

し
に
大
勢
の
杣
の
人
々
手
足
を
挫
き
、
傷
を
蒙
る
者
少
な
か
ら
ず
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
年
ふ
り
し
木
霊
の
崇
り
、
ま
た
山
神
の
妨
ぐ
る
も
の
な

ひ
と
か
～
お
そ

た
れ

く
す
の
き
き

も
の

お
な
さ
ほ
せ
う
う
ち
あ
か
ね
は
ん

ら
ん
と
、
人
々
催
れ
、
そ
れ
よ
り
は
誰
あ
っ
て
そ
の
楠
を
伐
ら
ん
と
す
る
者
な
き
と
こ
ろ
に
、
同
じ
佐
保
の
荘
の
そ
の
内
に
、
茜
半
六
と
い

そ
ま

う
あ

う
ち
き
い
だ
ざ
い
も
く

れ
う
し
ゆ
さ
あ

ゆ
へ
ば
う
な
み
せ
が
れ
は
ん

ふ
杣
人
が
こ
と
も
な
げ
に
請
け
合
っ
て
、
五
日
の
内
に
伐
り
出
し
、
材
木
と
な
し
て
、
領
主
へ
差
し
上
げ
ん
と
申
す
故
、
女
房
お
浪
、
悴
半

せ
ん

ぜ
い
な
か
ま
わ
ざ
は
ひ
し
き
じ
ん
こ
だ
ま
た
や
う
の
ち
わ
ざ
は
ひ
と
き

七
、
先
日
も
大
勢
の
仲
間
の
人
が
身
に
禍
あ
り
し
を
知
り
つ
、
、
そ
の
木
を
伐
り
て
山
神
木
霊
の
崇
り
を
受
け
、
後
の
禍
と
な
る
時
は
、
一
人

せ
が
れ
は
ん
お
さ
き
あ
く
し
と
ザ
す
、
ゆ
へ
は
ん
ば
う
せ
ん
じ
つ
は
じ
く
す
お
の
い
と
き

の
悴
半
七
の
生
ひ
先
の
た
め
悪
事
止
ま
り
給
へ
と
、
勧
む
る
故
、
半
六
女
房
に
い
ひ
け
る
は
、
先
日
初
め
こ
の
楠
へ
斧
を
入
れ
し
そ
の
時
に
、

に
ん
ぶ
や
と

は
や
ち
か
ぜ
ふ
お
と
く
ま
ざ
、
う
ち
お
ゆ
へ
み
う
ち
す
こ
き
ず
き
ぜ
つ

わ
れ
も
人
夫
に
雇
は
れ
て
、
疾
風
に
吹
き
落
さ
れ
し
が
、
熊
笹
の
内
に
落
ち
し
故
、
身
内
に
少
し
の
傷
も
な
く
、
気
絶
せ
し
の
み
な
り
し
が
、

よ
つ
ゆ
く
ち
は
い

こ
、
ろ
づ
み
あ
た
か
た
も
の

ひ
と
み
ひ
と

み
わ
ま
つ

夜
露
が
口
に
入
り
し
か
、
し
ば
ら
く
あ
り
て
心
付
き
、
見
る
に
辺
り
で
語
ら
ふ
者
あ
り
て
、
人
か
と
見
れ
ば
人
な
ら
ず
、
こ
れ
三
輪
山
の
松
の

せ
い
く
す
き
せ
い
せ
い
つ
う
り
き
ひ
き
め
こ
だ
ま
し
づ
ひ
じ
き
に
し
る
ね
そ
、
お
の
づ

精
と
楠
の
木
の
精
が
現
は
れ
て
、
「
い
か
ほ
ど
木
精
の
通
力
あ
り
て
も
、
蟇
目
を
も
っ
て
木
霊
を
鎮
め
、
鹿
尾
菜
の
煮
汁
を
根
へ
注
げ
ば
、
自

は
な
あ
き

ゆ
へ
ご
と
う
へ
わ
ざ
は
ひ
い
ま
し
ゆ
び
し
ば
う
せ
が
れ
ら
く

づ
と
朽
ち
る
と
話
し
合
ふ
を
間
い
た
る
故
に
、
か
く
の
如
く
せ
し
上
は
、
禍
も
な
く
、
今
に
首
尾
よ
く
仕
あ
ふ
せ
て
、
女
房
悴
に
も
楽
を
さ

い
ざ
き

せ
ん
か
た

つ
ま
な
み
は
ん

わ
ざ
は
ひ
の
が
や
う
さ
ん
じ
ん
み
や
も
う
は
ん
こ
ず
へ
あ

せ
ん
と
、
諫
め
を
聞
か
ね
ば
詮
方
な
く
、
妻
の
お
浪
に
半
七
は
身
の
禍
を
逃
る
、
様
と
、
山
神
の
宮
へ
詣
で
け
る
。
半
六
は
梢
に
上
が
り
、

だ
ん
ｊ
、
え
だ
お
る

た
ん
ぱ
い
ち

ざ
と
う
む
す
め

ひ

み
や
こ
さ
の
ぼ
や
ま
み
ち
さ
か

段
々
枝
を
下
ろ
す
と
こ
ろ
へ
、
丹
波
市
と
い
へ
る
座
頭
、
娘
お
三
に
手
を
引
か
れ
、
都
を
指
し
て
上
る
と
て
、
こ
の
山
道
へ
差
し
掛
か
り
、
木

に
ぶ
か
は
ぜ
ん
き
ち
み
ち
ぞ
く
な
ん
や
ま
な
か
ふ
る
や
し
ろ
い
ち
や
あ
や
し
ゆ
め
み

こ
夫
川
の
善
吉
道
に
賊
難
を
さ
け
ん
と
山
中
の
古
社
に
一
夜
を
あ
か
し
怪
き
夢
を
見
る
（
１
ウ
・
２
オ
）

弘
化
四
丁
未
孟
春
新
鎬

和
堂
山
人
（
印
）
（
ｌ
オ
）
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け
ｈ
ソ
。く
す
き
き
い
だ
つ
、
ゐ
ど
の
さ
あ
ほ
う
ぴ
た
ぶ
ん
ち
ぎ
や
う
は
ん
も
の
、
ふ
と
た
な
に
ふ
そ
く

○
楠
の
木
を
伐
り
出
し
、
続
井
殿
へ
差
し
上
げ
、
褒
美
と
し
て
多
分
の
知
行
を
給
は
り
て
、
半
六
は
武
士
に
取
り
立
て
ら
れ
、
何
不
足
な
き
身

と
せ
す
は
、
な
み

や
ま
ひ
お
も
み
ま
が
と
き
は
ん
さ
い

と
な
り
て
、
そ
れ
よ
り
〃
Ⅱ
も
三
歳
を
過
ぎ
、
母
の
お
浪
は
ふ
と
し
た
る
病
重
り
て
身
罷
り
ぬ
。
そ
の
時
、
半
七
は
十
七
歳
、
お
三
も
十
六

觜
』
い

と
せ
こ

し
う
き
て
ら
ま
い
ち
、
は
ん
ど
う
ｊ
、
と
う

ふ
ま
・
つ

歳
に
ぞ
あ
り
け
る
。
ま
た
丁
歳
を
越
し
て
一
シ
周
忌
の
寺
参
り
、
父
半
六
も
同
道
に
て
東
大
寺
へ
ぞ
詣
で
け
る
。

ぶ
つ
ま
へ
な
だ
か
く
ま
か
う
や
く
み
せ
か
ひ
て
お
ほ
な
り
は
ひ
く
す
り
か
い
つ
ま
た
た
け
か
は
ま
こ
ひ
と
か
、
わ
た

○
大
仏
前
に
名
高
き
は
熊
の
平
三
が
膏
薬
店
。
買
手
も
多
き
生
業
の
そ
れ
ノ
ー
薬
を
貝
に
詰
め
、
又
は
竹
皮
に
巻
き
込
み
て
、
人
々
に
渡
し

べ
ん
た
う
つ
か
を
り
あ
か
ね
は
ん
よ
を
い
は
う
た
の
ぎ
た
の
し
る
し

つ
、
、
弁
当
を
造
ひ
ゐ
る
折
か
ら
、
茜
半
六
、
平
三
を
呼
び
、
折
り
入
っ
て
そ
の
方
へ
頼
み
た
き
一
子
儀
あ
り
。
す
な
は
ち
頼
み
の
印
な
り
と
、

ば
ん
り
や
う

わ
た

い
や
な
り
は
ひ

り
や
う
か
ね
め

あ
く
か
た
ん
つ
か
ま
つ

か
ね
か
へ
は
ん

小
判
で
五
両
、
平
三
に
渡
せ
ば
「
た
と
へ
卑
し
い
生
業
で
も
、
五
両
の
金
に
Ⅱ
が
く
れ
て
、
悪
事
に
荷
担
は
仕
ら
ず
と
、
金
を
返
せ
ば
半
六

ぶ
れ
い
し
ご
く
き
つ

わ
る

ず
い
ぶ
ん
た
の
や
う
す

き
ん
か
～

い
た

た
の

ぎ
は
ん

が
無
礼
至
極
と
切
り
付
け
る
を
、
平
三
は
悪
び
れ
す
、
随
分
頼
み
の
様
子
に
よ
り
、
金
銀
づ
く
に
致
さ
ず
と
も
、
頼
ま
れ
ま
せ
う
と
男
気
を
半

か
ん
し
ん
し
よ
ぢ
づ
か
な
に
み
つ
じ
た
の
さ
ん
ほ
ど
さ
だ
め
う
と

六
も
感
心
し
て
、
所
持
の
小
柄
を
平
三
に
と
ら
せ
、
何
か
密
事
を
頼
み
け
る
。
○
半
七
お
三
は
こ
の
程
よ
り
、
定
ま
る
夫
婦
と
思
ふ
も
の
か
ら
、

た
が
と
し
ご
ろ
め
し
の
あ
そ
う
れ
お
ふ
せ
た
び
か
さ
は
、

互
い
に
二
八
の
年
頃
よ
り
、
人
目
を
忍
び
て
逢
ひ
染
め
し
が
、
嬉
し
き
逢
瀬
の
度
重
な
り
て
、
た
ず
な
ら
ぬ
身
と
な
り
に
け
る
。
二
人
は
母
の

や
す

は
ん
こ
ず
へ
つ
か
お
の
つ
か
も
と
を
た
ん
ぱ
い
ち
か
た
ふ
か
お

の
も
と
に
休
ら
ふ
う
ち
に
、
半
六
が
梢
に
て
使
ひ
し
斧
が
、
柄
元
よ
り
（
２
ウ
３
オ
）
は
つ
し
と
折
れ
て
、
丹
波
市
が
肩
を
深
く
手
を
負
は
せ
、

お
ど
る
あ
は
か
い
ほ
う
ば
う
な
み
は
ん
た
か
へ
き
と
も
〃
、
よ
い
ふ
か
で
ざ
と
う
こ
ゑ

驚
き
慌
て
て
介
抱
す
れ
ば
、
女
房
お
浪
半
七
も
立
ち
返
り
来
て
、
共
々
に
呼
び
活
け
れ
ど
も
、
か
な
わ
ぬ
深
手
、
座
頭
は
や
う
ノ
ー
声
を
あ

わ
れ
ら
た
ん
ば
も
の
、
ふ
は
ら
う
に
ん
ふ
う
ふ
わ
か
が
ん
び
や
う
め
し
い
い
と
た
け
よ
わ
た

げ
、
我
等
事
は
丹
波
太
郎
と
い
う
武
士
の
果
て
、
浪
人
し
て
夫
婦
別
れ
、
そ
の
う
ち
眼
病
に
て
目
盲
と
な
り
、
糸
竹
の
か
す
か
な
世
渡
り
。

む
す
め

は
、
お
や
し
た
ゆ
へ
た
び
あ
み
や
こ
の
ぼ
い
ま
は
き
は
ゆ
く
ゑ
し
や
ま
ぢ
き
お
の
う
し
い
ん
ね
ん

娘
お
三
の
母
親
を
慕
ふ
故
、
一
↓
度
は
逢
は
せ
ん
と
、
都
へ
上
る
と
、
今
際
の
際
。
行
方
の
知
れ
ぬ
山
路
に
来
て
、
斧
に
華
た
れ
死
ぬ
も
因
縁
。

む
す
め
た
の

は
ん
ふ
う
ふ
な
み
だ
く
そ
で
ひ
た

は
ん

ふ
う
ふ
け
い
や
く

た
ん
ば
い
ち
こ
し
さ

娘
を
頼
む
と
し
が
み
つ
く
。
半
六
夫
婦
も
涙
に
暮
れ
、
袖
を
浸
し
つ
、
半
七
と
お
三
夫
婦
の
契
約
し
て
、
丹
波
市
あ
り
あ
ふ
腰
に
下
げ
た
る

す
ひ
づ
、
し
う
げ
ん
た
ん
ぱ
い
ち
い
ま
は
よ
る
こ
し
ゆ
お
や
む
す
め
し
あ
は
か
い
み
お
ん
せ
い
よ
う
が
ん
び
れ
い

水
筒
に
て
祝
言
の
ま
な
び
を
す
れ
ば
、
丹
波
巾
も
今
際
の
喜
び
。
死
に
行
く
親
よ
り
娘
は
幸
せ
、
目
界
は
見
へ
れ
ど
、
音
声
に
て
容
顔
美
麗
は

す
い
り
や
う

み

よ
い
き
た

推
量
せ
り
。
一
ト
Ⅱ
見
た
や
と
い
ふ
ま
、
に
、
こ
の
世
の
息
は
絶
へ
に
け
り
。

は
ん
ふ
う
ふ
も
の
た
ん
ば
い
ち
な
き
が
ら
あ
つ
ほ
う
む
む
す
め
や
う
い
く
ゆ
は
ん
め
あ
は
そ
だ

○
こ
れ
よ
り
半
六
夫
婦
の
者
は
丹
波
市
が
亡
骸
を
厚
く
葬
り
、
お
三
を
娘
と
養
育
し
て
、
行
く
ノ
ー
は
半
七
に
要
せ
ん
と
、
大
事
か
け
て
育
て
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て
ら
ま
う
は
か
み
づ
そ
な
は
ん
む
ほ
ど
か
ら
う
あ
り
ま
つ
ち
、
う
へ
か
た
い
き
む
す
め
ど

寺
に
詣
で
、
墓
に
水
を
供
へ
つ
、
、
お
三
は
半
七
に
う
ち
向
か
ひ
、
こ
の
程
家
老
の
嶬
松
よ
り
、
父
上
の
方
へ
言
い
来
た
り
し
は
、
娘
御
の

そ
の
は
な

よ
め

い

ち
う
う
へ
き
う
ち
や
し
な
は
ん
い
ひ
な
づ
け
わ
け

園
花
を
あ
な
た
の
嫁
に
あ
げ
た
い
と
言
ふ
を
、
父
上
も
聞
き
い
っ
て
か
、
内
に
養
ふ
あ
の
お
三
は
半
七
の
許
嫁
な
ぞ
と
申
訳
で
な
し
。
こ
の
こ

せ
が
れ
い
き
へ
ん
じ
い
た
お
つ
し
や
や
こ
＄
ろ
か
ゞ
は
ん
な
ぐ
さ

と
悴
に
言
ひ
間
か
せ
、
い
づ
れ
返
事
を
致
そ
ふ
と
、
仰
っ
て
お
遣
り
な
さ
れ
し
は
、
心
に
掛
る
と
か
こ
つ
に
ぞ
、
半
七
お
三
を
慰
め
て
、
な
か

さ
や
う

ち
、
お
ほ

お
や
ノ
、
い
ひ
な
づ
け

や
く
そ
く
へ
ん
と
き
た
ん
ば
い
ち
ど
の
ぎ
り
た

ノ
ー
左
様
な
事
あ
ら
ふ
。
（
３
ウ
・
４
オ
）
た
と
へ
父
の
仰
せ
も
せ
よ
、
二
人
は
親
親
が
許
嫁
。
も
し
約
束
を
変
し
る
時
は
丹
波
市
殿
へ
義
理
立
ゞ

か
た

を
り

あ
ら
く
ま
あ
ば
き

お
ど
る

ひ
さ
ら
か
い
だ

は
ん
あ
と

す
と
、
二
人
は
語
ら
ふ
そ
の
折
か
ら
、
い
つ
れ
よ
り
か
一
ッ
の
荒
熊
、
暴
れ
来
た
っ
て
、
驚
く
お
三
を
引
つ
櫻
ふ
て
駆
け
出
す
を
、
半
七
跡
を

お

た

を
り
は
ん

き

と
、
、
く
ま
ぼ
ん
ま
う
じ
う
ゆ
へ
り
き
む
さ
う
も
の

追
っ
か
け
て
、
立
ち
か
、
る
折
、
半
六
が
こ
、
へ
来
た
り
て
、
し
ば
し
と
止
め
、
熊
は
日
本
の
猛
獣
故
、
大
力
無
双
の
者
た
り
と
も
、
な
か

か
あ
た

う
へ
れ
う
な
い
か
り
う
ど
よ
あ
つ
け
も
の
が
い
た
は
ん
い
そ
と
も
し
ゆ
く
し
よ
か
へ

ノ
ー
こ
れ
に
勝
つ
事
能
は
ず
。
こ
の
上
は
領
内
の
狩
人
を
呼
び
集
め
、
獣
狩
り
致
さ
ん
と
、
半
七
を
急
が
せ
つ
、
、
共
に
宿
所
へ
帰
り
け
る
。

く
ま
ざ
ぞ
ら

い
わ
や
た
に
ふ
か
い
た
ご
ろ
ひ
お

つ
ゆ
は

お
ど
る

あ
ら
く
ま
み

か
わ
か
つ
ひ
と

お
三
は
熊
に
櫻
は
れ
て
、
岩
屋
谷
の
山
深
く
至
り
し
頃
に
引
き
降
ろ
さ
れ
、
啄
ま
れ
る
よ
と
驚
け
ば
、
荒
熊
と
見
へ
た
る
は
、
皮
を
被
ぎ
し
人

ゆ
へ
た
し
と
う
ぞ
く
か
ど
わ
ぎ
や
う
て
ん
か
わ
か
つ
を
と
こ
や
う
ま
っ
た
と
う
ぞ
く
く
ま

な
る
故
、
確
か
に
盗
賊
、
拐
か
し
と
ま
す
ｊ
、
お
三
が
仰
天
せ
し
を
、
皮
を
被
ぎ
し
男
い
ふ
様
、
全
く
盗
賊
な
と
で
は
な
し
。
熊
の
平
三
と
い

も
の

一
Ｌ
も
》
）

ま
よ
か
ら
う
む
す
め
は
ん
よ
め
と

か
ら
う
し
よ
く

た
く
く
ま
す
が
た
か
う
へ

ふ
者
な
り
。
こ
な
た
の
父
御
か
欲
に
迷
ひ
、
家
老
の
娘
を
半
七
の
嫁
に
取
り
、
お
の
れ
も
家
老
職
に
な
ら
ん
巧
み
。
熊
と
姿
を
変
へ
し
上
、

ひ
そ
こ
ろ

た
の

せ
う
い
ん

こ
ろ

ゆ
へ
よ
と
こ
ろ
し
あ
は
せ
う
こ
づ
か

密
か
に
殺
し
く
れ
よ
と
の
頼
み
。
も
し
承
引
せ
ず
は
わ
な
み
を
殺
す
と
あ
る
故
に
、
拠
ん
所
な
く
か
く
の
仕
合
せ
。
証
拠
と
い
ふ
は
こ
の
小
柄

み

お
ど
ろ

う
へ
う
い
ゆ
へ
ふ
び
ん
む
す
め

と
、
お
三
に
見
せ
れ
ば
驚
き
て
、
身
の
上
を
打
ち
明
け
て
平
三
に
言
ひ
け
る
故
、
不
燗
の
事
と
恩
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
お
三
を
娘
と
し
て
身

な
り
は
ひ
か

な
ら
つ
た
わ
ざ
お
ぎ
ま
ひ
と
せ
い
し
た
く
か
ま
く
ら
し
り
ぞ

の
生
業
は
、
兼
ね
て
よ
り
習
ひ
伝
え
し
俳
優
の
舞
を
渡
世
と
支
度
し
て
、
鎌
倉
へ
こ
そ
退
き
け
る
。

つ
、
ゐ
ら
う
し
ん
あ
り
ま
つ
て
ん
ぜ
ん
た
は
ら
だ
亨
亘
も
の
い
つ
こ
ろ
は
か
ご
は
は
た
ら
ゆ
へ
か
げ
だ
ま

○
続
井
の
老
臣
嶬
松
典
膳
、
宝
田
曽
太
夫
を
手
の
者
に
言
ひ
付
け
、
殺
さ
ん
と
謀
り
し
が
、
な
か
ｊ
～
手
強
く
働
く
故
、
木
陰
よ
り
ニ
ッ
玉
に

、
？
と
も
き

つ
、
ゐ
け
け
い
つ
も
た
の

撃
ち
留
め
、
持
ち
来
た
り
し
続
井
家
の
系
図
を
持
っ
て
立
退
き
け
り
。
（
４
ウ
・
５
オ
）

は
ん

あ
ま
た
と
し
へ
さ
い
く
ま
さ
ら
は
ん
す
、
ぜ
ひ

○
さ
る
ほ
ど
に
、
半
七
は
そ
れ
よ
り
数
多
の
年
を
経
て
、
廿
四
歳
に
な
り
に
け
る
。
お
三
が
熊
に
櫻
は
れ
て
よ
り
、
半
六
が
勧
め
に
是
非
な
く

あ
り
ま
つ
て
ん
ぜ
ん
む
す
め
そ
の
は
な
よ
む
か
さ
ん
せ
う
し
し
う
ち
ぎ
り
た
お
も
て
む
ふ
う
ふ
な

嶬
松
典
膳
が
娘
園
花
を
呼
び
迎
へ
れ
ど
、
お
三
の
生
死
い
な
や
知
れ
ざ
る
そ
の
内
は
、
義
理
立
た
ざ
れ
ば
、
表
向
き
夫
婦
と
い
ふ
は
名
ば
か

と
こ
ろ
ね

ゆ
へ
そ
の
は
な
う
ら
ざ
ん
く
ま
ざ
ら
た
ん
ぱ
い
ち
い
ま
わ
き
わ
ふ
う
ふ
や
く
そ
く

り
に
て
、
一
ト
所
寝
も
せ
ざ
る
故
、
園
花
こ
れ
を
怨
み
し
か
ば
、
お
三
が
熊
に
櫻
は
れ
し
事
、
ま
た
丹
波
市
今
際
の
際
に
夫
婦
の
約
束
し
た
る
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ゆ
へ
た
ん
ぱ
い
ち
た
い
お
や
は
ん
か
た
き
う
ら
な
だ
た
め
や
く
そ
く
ゆ
へ
き
り
た
い
ち
ぶ
し
曾
う

故
、
丹
波
市
に
対
し
て
は
、
い
は
ぜ
親
の
半
六
は
敵
と
も
い
は
る
慾
身
、
そ
の
恨
み
を
宥
め
ん
為
の
約
束
故
、
義
理
が
立
た
ず
と
、
一
部
始
終

き

こ
と
し
ゆ
へ
ば
う
い
こ
そ
い
ま
け
つ
く
た
れ

を
聞
き
し
よ
り
、
さ
ほ
ど
の
事
と
知
ら
ぬ
故
、
と
う
ぞ
あ
な
た
の
女
房
と
言
は
れ
ん
も
の
と
、
恋
ひ
初
め
し
が
、
今
は
結
句
思
ひ
の
種
、
さ
は

お
や
さ
と
も
ど

み
ち

さ
ま
ゆ
す
へ
あ
ん
ひ
し
こ
し
も
と
み
づ
し
そ
ば
お

い
へ
こ
の
ま
、
親
里
へ
戻
る
は
女
の
道
な
ら
ず
。
お
三
様
の
行
く
末
の
安
否
知
る
、
そ
れ
ま
で
は
、
腰
元
水
仕
と
な
し
て
な
ど
、
お
側
に
置
い

た
ん
か

い
へ
も
ど
て
い
せ
つ
か
ん
お
も
て
む
つ
ま
よ
お
く

て
給
は
れ
と
、
一
ッ
旦
嫁
し
た
る
男
の
家
と
、
戻
ら
ざ
る
貞
節
を
感
じ
、
表
向
き
妻
と
呼
び
つ
、
日
を
送
り
ぬ
。

か
ま
く
ら
ゆ
き
し
た
も
じ
い
し
ろ
つ
い
ろ
こ
の
い
よ
き
い
い
そ
く
る
わ
も

○
鎌
倉
雪
の
下
に
文
字
石
と
い
ふ
女
あ
り
。
呂
図
吉
と
て
色
好
み
の
男
、
た
び
ｊ
、
言
い
寄
る
と
い
へ
と
も
、
聞
き
入
れ
ず
。
大
磯
の
廓
に
文

じ

に

か
よ

の
ぼ
つ

た
ぶ
ん
お
ひ
め
こ
し
ら
は
う
か
～
ぎ
り
あ

し

字
石
に
似
た
る
女
有
て
通
い
、
な
ほ
ノ
、
上
り
詰
め
た
り
し
が
、
い
つ
か
多
分
の
負
目
を
栫
へ
、
方
々
へ
義
理
悪
し
く
、
い
っ
そ
死
な
ね
ば
な

い

も
じ
い
し
い
や
う

に

お
や

し
ょ
せ
ん
な
が
な
に
た
の

ら
ぬ
と
言
へ
ば
、
文
字
石
が
言
ふ
様
は
、
世
に
似
た
事
も
あ
る
も
の
か
な
。
ま
、
し
き
親
が
厳
し
く
て
、
所
詮
永
ら
へ
ゐ
る
と
て
も
、
何
楽
し

よ
す
が
い
さ
い
は
こ
、
ろ
ご
、
ろ
つ
だ
し
ん
ぢ
う
い
み
ち
お
っ
て
み
ろ
づ

ま
ん
縁
も
な
し
と
言
ふ
を
、
（
５
ウ
６
オ
）
こ
れ
そ
幸
ひ
と
心
心
を
連
れ
立
っ
て
、
心
中
に
出
で
け
る
が
、
道
に
て
追
手
に
見
つ
け
ら
れ
、
呂
図

は
な
ぱ
し
ら
う
ひ

い

ぜ
い
を
か
さ
て
ん
せ
う
も
か
あ
ゆ
き
し
た
つ
ゆ
も
じ

吉
は
鼻
柱
打
ち
拉
し
が
れ
と
ふ
が
ノ
、
と
言
う
を
、
大
勢
折
り
重
な
り
、
天
井
持
ち
に
掻
き
上
げ
て
、
雪
の
下
へ
連
れ
行
き
け
る
。
○
文
字

い
し
お
っ
て
も
の
さ

つ
ぢ
だ
う
こ
が
く
う
ち
や
み
く
る
そ
で
ら
う
に
ん
も
の
し
の
い

石
は
追
手
の
者
を
避
け
ん
が
た
め
に
辻
堂
へ
木
隠
れ
し
た
る
そ
の
内
に
、
闇
は
あ
や
な
く
黒
小
袖
の
浪
人
者
が
忍
び
ゐ
て
、
も
の
を
も
言
は
ず

も
じ
い
し
ご

ゆ
へ
こ
ゑ
た

お
も
て
お
っ
て
よ
と
こ
ろ
つ
ぢ
だ
う
あ
だ
ち
ぎ
む
す

文
字
石
を
手
籠
め
に
せ
ん
と
せ
し
故
に
、
声
を
立
つ
れ
ば
表
は
追
手
、
拠
ん
所
な
く
辻
堂
に
仇
な
る
契
り
を
結
び
け
る
。

あ
か
ね
は
ん
み
や
こ
さ
い
ば
ん

よ
し
わ
か
ぎ
み
ご
ふ
れ
い
ち
う
に
は
か
ご
ぜ
ん
め
い
だ

ご
き
う
つ
さ
ん

な
ゐ
き
ん
じ
ゆ
わ
か
ざ
む
ら
ひ

○
茜
半
七
都
在
番
に
て
、
吉
稚
君
が
御
不
例
中
、
俄
に
御
前
へ
召
し
出
さ
れ
、
御
気
鯵
散
じ
の
た
め
な
り
と
て
、
並
み
居
る
近
習
の
若
侍
、

は
ん
む

や
ま
が
お
た
は
う
ぷ
げ
い
ほ
ど
お
ぼ
つ
か
た
め
お
ほ
力

木
太
刀
を
も
っ
て
半
七
に
向
か
ひ
、
山
家
に
生
ひ
立
つ
そ
の
方
な
れ
ば
、
武
芸
の
程
も
覚
束
な
し
。
試
し
み
よ
と
の
仰
せ
ぞ
と
、
手
に
ノ
ー
掛

は
ん
ご
ほ
う
こ
う
う
へ
わ
も
の
し
ゆ
く
ん
か
ら
だ
た
し
な
こ
と
だ
ち
ぜ
い
あ
い
て

か
る
を
、
半
七
は
御
奉
公
な
す
上
は
、
我
が
物
な
ら
ぬ
、
王
君
の
体
、
い
さ
、
か
嗜
み
こ
の
如
く
と
、
木
太
刀
を
も
っ
て
大
勢
を
相
手
に
し
ば
し

た
ち
あ
い

み
な
は
ん

た
ら

ｑ
う
へ

ぢ
ゆ
』
う
や
く
し
ん

や
り

か

う
と
ひ
じ
ゆ
つ

立
合
し
が
、
皆
半
七
に
手
に
足
ら
ず
、
い
さ
こ
の
上
は
と
、
重
役
た
る
新
十
郎
が
た
ん
ほ
槍
を
し
こ
い
て
掛
か
る
を
ま
た
受
け
止
め
、
秘
術
を

つ

た
ち
す
ぢ
か
ん
し
ん
わ
か
と
の
お
も
り
や
く
お
ほ
か
ま
く
ら
ご
ほ
や
う
く
だ
お
と
も
ゆ
る
う
へ

尽
く
す
太
刀
筋
に
感
心
せ
ら
れ
、
若
殿
の
御
傅
役
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
鎌
倉
へ
御
保
養
の
た
め
に
下
り
め
さ
る
、
御
供
を
許
さ
れ
、
そ
の
上
に

ふ
ん
じ
つ

ほ
ぐ
し
ん
そ
ん
ぞ
う
お
い
へ
け
い
つ
せ
ん
ぎ
な
い
ゐ
う
よ
し
わ
か
ぎ
み
し
ゆ
ご
か
ま
く
ら
く
だ

か
れ
て
紛
失
な
し
た
り
し
北
辰
の
尊
像
を
、
（
６
ウ
・
７
オ
）
御
家
の
系
図
の
詮
議
を
も
内
意
を
請
け
て
吉
稚
君
を
守
護
な
し
て
、
鎌
倉
へ
下
り
け

る
C
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こ
と
は

ぜ
ひ
Ｊ
１
お
さ
や
あ
よ
く
か
ま
く
ら
い
そ

ひ
た
す
ら
断
れ
ど
も
、
是
非
是
非
と
納
め
て
さ
せ
、
一
チ
夜
を
明
か
し
て
、
そ
の
翌
日
鎌
倉
へ
と
急
き
け
り
。

か
ま
く
ら
な
め
り
や
ぶ
や
ざ
し
き

こ
ろ
な

ま
ひ
さ
ん
か
つ
い
も
う
と
ふ
ん
か
つ
な
つ
げ
い
し
ゃ
な
か
ゐ
い
ま

つ
輯
ゐ
け
わ
か
と
の
よ
し

○
鎌
倉
の
滑
川
、
藪
屋
の
座
敷
に
そ
の
頃
名
だ
世
る
舞
子
の
三
勝
が
妹
分
の
小
勝
、
小
夏
、
芸
者
仲
居
を
入
り
混
し
り
、
続
井
家
の
若
殿
吉

わ
か
ど
の
そ
、
の
か

お
ど
く
る

か
ら
う
あ
り
ま
つ
て
ん
ぜ
ん
い
こ
つ
そ
ゆ
へ
わ
ざ

稚
殿
を
唆
し
て
、
と
り
か
～
踊
り
狂
へ
る
は
、
家
老
嶬
松
典
膳
が
言
ひ
つ
け
越
し
た
る
全
八
郎
、
長
九
郎
の
両
人
が
付
き
添
ふ
故
の
業
な
る
べ

お
も
り
や
く
は
ん
か
ま
く
ら
ち
や
こ
ろ

み
つ
か
は
う
ふ

ほ
ど
ぎ
や
く
や
ま
ひ

や
う
じ
や
う

し
。
御
傅
役
た
る
半
七
は
鎌
倉
へ
着
せ
し
頃
よ
り
、
水
の
替
り
と
打
ち
臥
せ
し
に
、
こ
の
程
、
瘡
の
病
と
な
り
、
養
生
の
そ
の
た
め
に
、

さ
、
め
や
つ
か
し
さ
し
き
や
う
ぜ
う
ゆ
へ
ね
い
と
き
え
き
い
わ
わ
か
と
の
い
ん
し
ゆ
す
、
な
ま
ひ
か
つ

佐
々
目
が
谷
の
貸
座
敷
に
養
生
し
て
あ
る
故
に
、
俵
人
と
も
は
時
を
得
て
、
も
つ
け
の
幸
ひ
と
若
殿
へ
淫
酒
を
勧
め
、
名
う
て
の
舞
子
三
勝
を
、

と
の
と
ぎ
い
た
は
た
ら
き
ふ
り
た
ら
こ
あ
く
ね
さ
み

殿
の
お
伽
に
致
さ
ん
と
働
振
に
証
し
込
む
、
悪
の
根
差
し
と
見
へ
に
け
る
。

ご
う
し
う
に
ぶ
か
い
や
ぜ
ん
お
や
だ
い
な
い
し
や
く
つ
と
い
へ
り
や
う
し
ん
な
お
ぢ
も
の
ゆ
へ

○
江
州
二
夫
川
の
貝
屋
善
吉
は
親
の
代
ま
で
名
主
役
勤
め
て
ゐ
た
る
家
な
れ
ど
、
両
親
が
亡
く
な
り
て
よ
り
、
伯
父
が
よ
か
ら
ぬ
者
な
る
故
、

で
ん
ぢ
で
ん
は
た

わ
た
み
づ
の
み
し
や
う
く

い
ぜ
ん
か
ま
く
ら
お
ば
ほ
ど
た
ち
か
へ
る
す
・
た
の

田
地
田
畑
も
人
手
に
渡
り
、
水
呑
百
姓
で
暮
ら
せ
し
が
、
以
前
鎌
倉
に
ゐ
た
り
け
る
伯
母
が
こ
の
程
立
帰
れ
ば
、
こ
れ
を
留
守
に
頼
み
つ
、
、

か
ま
く
ら
く
だ
う
へ
ほ
う
こ
う

か
ね
と
魁
の
お
や
し
よ
ぢ
で
ん
は
た
か
も
ど

お
も

あ
ふ
み
ぢ
た
い
で
き
そ

ひ
と
ま
づ
鎌
倉
へ
下
り
し
上
、
奉
公
な
し
て
も
金
調
へ
、
親
の
所
持
せ
し
田
畑
を
買
い
戻
さ
ん
と
思
ひ
つ
齢
、
近
江
路
を
立
ち
出
て
、
木
曽

か
い
た
う
つ
ま
ご
じ
ゆ
く
と
ふ

と
き
や
ど
ひ
む
す
め
つ

や
ど
や
き

み
ぐ
る

ぜ
ん
き
や
う
さ

街
道
の
妻
籠
宿
通
り
か
嵐
り
し
そ
の
時
に
、
宿
引
き
の
娘
に
連
れ
ら
れ
て
、
と
あ
る
宿
屋
へ
来
て
み
れ
ば
、
見
苦
し
き
な
れ
ば
、
善
吉
興
醒

ち
や
だ
い
お
た
い
づ

む
す
め
ひ
と

と
く
た

お
や

た

て
き

め
、
茶
代
を
置
い
て
立
ち
出
る
を
、
娘
が
引
き
留
め
、
あ
な
た
が
お
泊
ま
り
下
さ
れ
ば
、
親
子
二
人
が
立
ち
ゆ
き
が
出
来
ま
す
と
申
ス
も
の
。

き
れ
い
う
ち
い

つ

は
ら
た

と
く
だ

い
ゆ
へ
ふ
び
ん
ぜ
ん

や
ど
も
と

綺
麗
な
家
と
言
ふ
て
お
連
れ
申
シ
た
は
お
腹
も
立
と
う
が
、
ど
う
ぞ
お
泊
ま
り
下
さ
り
ま
せ
と
言
ふ
故
、
不
燗
と
善
吉
が
こ
、
に
宿
り
を
求
め

だ
ん
ノ
、
む
す
め
は
な
し
き

か
い
だ
う
ひ
と
し

も
り
む
ら
や
わ

わ
き
ほ
ん
ぢ
ん

い
へ
の
ち
ぞ
は
‐
ぢ
や
け
ん
お
や
ぢ

し
が
、
段
々
娘
の
話
を
聞
く
に
、
こ
の
街
道
で
人
に
知
ら
れ
し
森
村
屋
和
五
郎
と
て
、
脇
本
陣
を
せ
し
家
も
、
後
添
へ
の
母
の
邪
険
、
親
父

な
か
わ
づ
ら
か
ん
が
く
あ
ぐ
み
は
の
こ
き
る
い
す
こ
あ
が
れ
も

た
ち
の
ゆ
へ
い
ま
て
ゞ
お
や
わ
づ
ら

お
く
う
ふ

の
長
の
煩
ひ
の
看
護
に
倦
み
果
て
、
残
り
し
着
類
と
少
し
の
有
り
金
を
持
つ
て
こ
魁
を
立
退
き
し
故
、
今
に
父
親
煩
ふ
て
、
奥
に
打
ち
臥
し

き
ぜ
ん
そ
で
ふ
あ
た
せ
う
え
ん
わ
つ
ろ
よ
う
う
ち
が
く
ぎ
ん
と
だ

を
り
ま
す
と
、
聞
い
て
善
吉
身
に
つ
ま
さ
れ
、
袖
触
り
合
は
す
も
多
生
の
縁
と
、
僅
か
の
路
用
の
そ
の
内
よ
り
、
額
銀
ニ
ッ
取
り
出
し
て
、

む
す
め
わ
た
お
や
く
す
り
し
ろ

い

む
す
め

娘
に
渡
し
、
親
の
薬
の
代
に
な
ど
し
て
や
ら
し
や
れ
と
言
ひ
け
れ
ば
、
娘
は

と
き
ぜ
ん
ひ
と
こ
ろ
は
、
お
や
か
た
み
く
し
お
と

ぜ
ん
ひ
ろ
ろ
く
わ
た
の
ち
く
し
も
の

○
こ
の
時
お
六
善
吉
を
引
き
留
め
し
頃
、
母
親
の
形
見
の
櫛
を
落
と
せ
し
を
、
善
吉
拾
ひ
て
お
六
に
渡
し
、
後
に
櫛
よ
り
し
て
、
一
ッ
の
物

が
た
り
お
こ

語
起
り
け
る
。
（
７
ウ
８
オ
）
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索
の
繕
解
き
一
蹴
ｗ
を
朧
て
し
唾
誕
に
は
、
金
沢
の
藩
中
に
井
軽
源
治
と
い
ふ
侍
酔
ひ
覚
め
の
水
呑
ま
ん
と
て
、
手
を
拍
つ
と
こ
ろ
へ
仲
居

か
な
ざ
わ
は
ん
ち
う
い
か
る
げ
ん
じ
ざ
む
ら
ひ
よ
さ
み
づ
の
う
な
か
ゐ

こ
、
ろ
き

ど
ん
ふ
り
み
づ
く

き

ゆ
へ
よ
る
こ

ぐ
た
ひ
い
る
ノ
、
せ
わ
・

し
』
つ
ぎ

か
れ
い
う
ち

が
と
ふ
に
心
利
か
せ
て
、
丼
へ
水
を
汲
み
つ
、
来
た
り
し
故
喜
ぴ
て
、
来
る
度
に
色
々
と
世
話
に
な
れ
ば
、
祝
儀
を
や
ら
ん
と
金
入
れ
の
内

あ
ら
た

な
か

か
ね
い
お

ふ
ん
じ
つ

ま
て
さ
が
し
ゆ
じ
ん
あ
こ
ゑ
た
ぜ
ん
お
ど
る
げ
ん
じ

を
改
め
、
こ
の
中
へ
五
両
の
金
を
入
れ
置
き
し
が
、
紛
失
な
し
た
は
枕
探
し
。
主
人
に
会
は
ん
と
声
立
つ
る
を
、
善
吉
が
驚
き
て
、
源
治
を
し

い
ひ
わ
け

か
ね
せ
ん
こ
く
わ
た
く
し
だ
い
も
の
さ
き

と
き
と
ち

ゆ
へ
お
ど
し
ゆ
き
げ
ん
よ

ば
し
と
言
訳
し
て
、
そ
の
金
は
先
刻
私
か
台
の
物
を
下
げ
に
来
た
り
し
時
、
取
り
散
ら
し
て
あ
り
し
故
、
起
こ
せ
申
せ
ど
、
御
酒
機
嫌
良
く

れ

ゆ
へ
わ
た
く
し
し
ま
あ
づ
か
ね
お
ほ
と
う
ま
き
お
く
ほ
か
か
ね
ご
よ
う
し
や

寝
て
お
い
で
な
さ
る
故
、
私
が
仕
舞
ひ
お
き
ま
し
た
が
、
預
か
り
の
金
多
け
れ
ば
、
胴
巻
の
奥
に
な
り
を
り
ま
す
れ
ば
、
他
の
金
で
御
容
赦
と
、

か
ね
だ

げ
ん
じ
い
ま
め
ん
ぼ
く
ぜ
ん
わ
く
ち
み
づ
ち
や
わ
ん

五
両
の
金
を
出
し
て
（
８
ウ
９
オ
）
や
れ
ば
、
源
治
も
今
は
面
目
な
く
、
善
吉
に
詫
び
な
が
ら
、
ま
た
一
－
ロ
呑
む
水
は
、
茶
碗
よ
り
こ
ぼ
れ
し

ふ

か
み
く
づ
な
か
い
で
か
ね
こ
、
ろ
づ
せ
ん
こ
く
さ
け
よ
ゆ
へ
の
さ
だ
か
み
い
か
ゆ
へ

を
拭
く
と
て
、
紙
屑
の
そ
の
中
よ
り
出
た
る
金
に
心
付
き
、
先
刻
酒
に
酔
ひ
た
る
故
、
水
を
呑
む
と
て
手
か
定
ま
ら
ず
、
紙
入
れ
へ
掛
け
し
故
、

か
れ
い

ぬ

ゆ
へ
か
ね
い
だ
か
み
つ
、

ま
で
な
ま
ゑ
ほ
ん
せ
う
た
が
い
ま
か
ん
が
お
ぼ
な
に
ゆ
へ
ま
い
か
ね

金
入
れ
も
濡
ら
せ
し
故
、
金
を
出
し
て
紙
に
包
み
た
る
迄
は
、
生
酔
ひ
本
性
違
は
ず
と
、
今
考
へ
れ
ば
覚
へ
あ
り
。
そ
れ
に
何
故
大
枚
の
金

た
か

い

ぜ
ん
か
い
ふ
ん
じ
つ
も
の
し
ゆ
じ
ん
な
ま
へ
き
ず
し
ぜ
ん

を
立
替
へ
く
れ
し
ぞ
と
言
へ
ぱ
、
善
吉
、
こ
、
の
二
階
で
そ
の
や
う
な
紛
失
物
が
あ
り
ま
し
て
は
、
主
人
の
名
前
に
傷
が
つ
き
、
自
然
と
お

き
や
く
は
こ
と
ほ

Ｌ

か
い
た
い
げ
い
こ
し
ゆ
ま
ひ
こ
し
ゆ
き
ず
は
う
は
う
お
も
ゆ
へ
き
や
く
さ
ま

客
の
運
び
も
遠
く
な
る
は
知
れ
た
事
、
ま
た
二
階
へ
立
ち
入
る
芸
子
衆
や
舞
子
衆
に
も
傷
が
つ
く
。
三
方
四
方
を
思
ひ
し
故
、
お
客
様
か
ら

も
ら
た

き
こ
う
き
ん

う
ち
わ
き
ま

い

き
げ
ん
じ
せ
き
め
ん
ぜ
ん
つ
く
の
り
や
う
か
ね
じ
ぶ
ん
う
し
な

貰
ひ
貯
め
た
や
給
金
の
そ
の
内
か
ら
弁
へ
ま
し
た
と
言
ふ
を
聞
き
、
源
治
は
赤
面
、
善
吉
よ
り
償
ひ
し
五
両
の
金
、
ま
た
自
分
が
失
ひ
し
と

お
も

り
や
う
か
ね
さ
う
は
う
ぜ
ん
を
さ
い
ぜ
ん
も
の
が
た
わ
た
く
し
つ
く
の
か
ね
う
を
さ
は
う
た
い
ま
い

思
っ
た
る
五
両
の
金
と
、
双
方
と
も
善
吉
に
納
め
よ
と
言
へ
ど
、
善
吉
物
堅
く
、
私
が
償
ひ
し
金
は
受
け
納
め
る
法
も
あ
れ
、
大
枚
の
そ
の

か
ね
も
ら

や
う

あ
ら
そ

ほ
ど
げ
ん
じ
ふ
か
し
う
し
ん
ま
ひ
ふ
ぢ
と
な
い
ま
げ
ん
じ
さ
ま
き
ご
、
ろ

金
を
お
貰
い
申
ス
様
が
な
い
と
争
ひ
し
を
、
こ
の
程
よ
り
源
治
が
深
く
執
心
せ
し
舞
子
の
小
藤
が
執
り
成
し
て
、
今
ま
で
は
源
治
様
も
気
心

し

か
た

こ
§
ろ
う
た
が
は
だ
ふ
い
ま
ぜ
ん
り
や
う
か
ね
や
き
し
や
う
め
け
ふ
こ
、
ろ
し
た
が

知
れ
ぬ
お
方
よ
と
、
心
を
疑
ひ
、
肌
触
れ
ね
ど
、
今
善
吉
へ
五
両
の
金
を
遣
る
と
い
ふ
気
象
に
愛
で
、
、
今
日
か
ら
心
に
随
ひ
ま
す
。
そ
れ

ゆ
ゑ
か
ね
と
も
し
ろ
ぜ
ん
す
＄
り
や
う
か
ね
む
り
や
り
ぜ
ん
つ
か

故
、
金
は
取
り
持
ち
代
と
、
善
吉
に
勧
め
つ
ぁ
、
五
両
の
金
を
無
理
矢
理
に
善
吉
に
遣
は
し
け
る
。

や
ぶ
や
あ
る
じ
ま
ゆ

ぜ
ん
じ
つ
め
い
た
き
か
た
ほ
う
こ
う
わ
た
く
し
な
ゑ
ん
そ
た
、
ぎ
こ
、
ろ
つ
し
ん
み
や
う

○
藪
屋
の
主
、
白
眉
の
長
は
善
吉
が
実
明
を
立
ち
聞
き
し
て
、
三
年
こ
の
方
、
奉
公
に
私
無
く
、
（
９
ウ
巾
オ
）
塩
噌
薪
に
心
を
付
け
、
神
妙

つ
し
」

し
や
う
ば
い
が
ら
ほ
う
こ
う
い
ろ
お
ぼ
い
と
ま
ね
が
ひ
と
お
れ
そ
さ
う

に
勤
め
る
の
み
か
、
商
売
柄
に
奉
公
し
な
が
ら
色
に
も
溺
れ
ず
を
る
そ
な
た
、
と
く
よ
り
暇
を
願
つ
た
を
、
引
き
留
め
る
は
俺
が
粗
相
。
こ

あ
つ
き
う
き
ん
し
う
ぎ
も
ら
た
あ
づ
か
ね
く
に
も
と
わ
つ
み
や
げ
か
ね
で
ん
ぢ
か

れ
ま
で
預
か
る
給
金
と
祝
儀
の
貰
い
貯
め
を
預
か
っ
た
五
十
両
余
り
、
ま
た
こ
の
金
は
国
元
へ
僅
か
な
れ
ど
土
産
の
金
。
な
く
し
た
田
地
を
買
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せ
い
た
人
あ
を
と

清
談
青
砥
の
き
れ
あ
ぢ

薄
化
粧
御
顔
の
く
す
り
お
し
ろ
い

菊
寿
香

こ
い
化
し
や
う
同
じ
く
お
し
ろ
い

八
重
菊

き
く
じ
ゆ
ゆ
ぬ
の

瀧
榊
菊
寿
布

御
ゑ
り
お
し
ろ
い

つ
や
し
ら
ぎ
く

郷
誠
僻
艶
白
菊

鯲
畿
紅
菊
香
蝿
島
薄
桜

御
白
粉
製
所
て
り
ふ
り
町

も
と

ひ
戻
し
、

あ
り
が
た
な
み
だ

有
難
涙
、

ひ
と
あ
．
つ

、
つ
へ

人
に
預
け
て
そ
の
上
で
、

な
に
れ
い
こ
と
ば

何
と
礼
の
言
葉
も
な
く
、

国珍
よ海
しさ

画く

い
と
こ
あ
は
に
や
う
ば
う

ど
壱
７
，
ｒ
、

従
姉
妹
合
せ
の
女
房
が
あ
ら
ば
同
道
し
て
、

そ
で
ひ
た
だ
う
り

袖
を
浸
す
ぞ
道
理
な
り
。
耐
ウ
）

一
包
四
十
八
銅

一
包
銀
一
匁

一
袋
四
十
八
銅

一
包
四
十
八
釧

一
箱
壱
匁

十
二
銅

東
花
堂
製
（
「
福
多
」
印
）

一
包
四
十
八
銅

き

よ
じ
ひ
ふ
か
し
ゆ
じ
ん
こ
と
ば
ぜ
ん

ま
た
来
や
れ
と
、
世
に
慈
悲
深
き
主
人
の
言
葉
。
善
吉
は

（
上
巻
裏
表
紙
見
返
し
）

ｒ
巻
見
返
し
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認
み
職
め
彫
じ
錘
屠
の
一
鴎
匪
鋒
酔
嘩
た
ぬ
鼬
の
四
饒
報
へ
識
ぴ
選
れ
圭
畦
ち
、
恥
し
げ
鐸
い
も
り
が
案
内
に
来
る
人
は
、
佐
々
目
が
谷

あ
ん
な
い
き
ひ
と
さ
、
め
や
つ

な
き

な
ぐ
さ
げ
き
さ
い
い
し
ゃ
し
ん
だ
い
ふ
そ
く
い
ま
ひ
と
り
ず
ゆ
へ
す
、
か
、

に
名
に
聞
こ
へ
し
名
草
劇
斎
と
い
ふ
医
者
が
、
身
代
不
足
な
け
れ
ど
も
、
未
だ
一
人
住
み
な
る
故
、
い
も
り
が
奨
め
に
手
か
け
を
ば
、
抱
へ
さ

ぶ
き
い
ろ

せ
わ
わ
た
ら
う
ば
ゆ
へ
げ
き
さ
い
の
ぞ
む
り
す
、
つ
き

す
る
も
山
吹
色
。
か
ね
て
い
も
り
は
か
猶
る
世
話
な
し
て
世
渡
る
老
婆
故
、
劇
斎
さ
ほ
ど
望
み
に
あ
ら
い
を
、
無
理
に
奨
め
て
連
れ
来
た
る
に
、

を
り

や
ま
と
つ
、
ゐ
わ
か
と
の
ゆ
う
き
や
う
ゆ
へ
げ
き
さ
い
ま
あ
い
だ
よ
し
わ
か
ど
の
お
め
み
つ
そ

折
よ
く
こ
、
へ
大
和
な
る
続
井
の
若
殿
が
遊
興
故
、
劇
斎
は
い
も
り
を
待
ち
ま
は
す
そ
の
間
、
吉
稚
殿
へ
御
目
見
へ
す
れ
ば
、
付
き
添
ひ
ゐ

い
ま
い
ち
ふ
せ
あ
り
ま
つ
て
ん
ぜ
ん
し
め
あ
は
わ
か
と
の
ご
ぜ
ん
い
る
ノ
ー
げ
き
ざ
い
す
い
き
よ
ご
ろ
お
く
に
と
の
ご
ぴ
や
う
き

た
る
今
市
布
施
、
か
ね
て
嶬
松
典
膳
と
示
し
合
せ
し
事
な
れ
ば
、
若
殿
の
御
前
へ
は
色
々
劇
斎
を
推
挙
し
て
、
こ
の
頃
御
国
で
大
殿
の
御
病
気
、

ひ
と
れ
う
ぢ
ね
が
ご
へ
い
ゆ
お
の
た
く
み
か
た
ん
げ
き
さ
い
ほ
ん
こ
ぐ
た
こ
と
の
ど
れ
う
ぢ
い
た
や
う

こ
の
人
の
療
治
を
願
ひ
な
ば
ゞ
御
平
癒
あ
る
べ
し
と
、
己
ら
が
巧
の
荷
担
に
な
さ
ん
と
、
劇
斎
に
本
国
へ
立
ち
越
へ
、
大
殿
の
御
療
治
致
す
様

と
な
た
の

げ
き
さ
い
よ
し
わ
か
ど
の
お
め
み
き
う
ノ
、
や
ま
と
ぢ
お
も
む
と
の
ご
び
や
う
き
れ
う
ぢ
う

に
と
、
ひ
た
す
ら
執
り
成
し
頼
み
け
る
。
劇
斎
は
吉
稚
殿
へ
御
目
見
へ
な
し
つ
樹
、
急
々
に
大
和
路
へ
赴
き
て
、
大
殿
の
御
病
気
の
療
治
を
請

あ
た
も
ど
ざ
し
き

さ
け
さ
か
な
よ
う
い

つ
い
せ
う
ひ
と
あ

け
合
ひ
、
立
ち
戻
る
座
敷
に
、
、
オ
）
い
も
り
は
酒
肴
用
意
な
し
つ
、
、
追
従
た
ら
ノ
ー
、
サ
ァ
ノ
、
お
一
つ
上
が
り
ま
せ
。
い
つ
ぞ
や
ち
よ

は
な
し

と
し
よ
き
ぜ
わ

と
し
ご
ろ

き
り
や
う

の
ぞ
ど
ふ

ゆ
へ
つ
ま
い

つ
と
お
話
が
ご
ざ
り
ま
し
た
が
、
年
が
寄
る
と
気
忙
し
く
、
年
頃
と
い
、
、
器
量
と
い
、
、
お
望
み
通
り
の
が
あ
り
し
故
、
こ
、
へ
連
れ
て
参

い

げ
き
き
い
な
に
け
ふ
か
ぎ

を
し
」
こ

，
も
の
こ
と
ゆ
と
い
ｂ

り
ま
し
た
ト
言
へ
ば
、
劇
斎
、
何
も
今
日
に
限
っ
た
る
事
で
も
な
し
。
と
か
く
男
ば
か
り
の
暮
ら
し
と
い
ふ
も
の
は
、
物
事
が
行
き
届
か
ず
と

は
な
し

に
は
か
ど
う
ノ
ー
い
た

い

け
ふ

ゑ
ん
り
よ

お
か
た
ざ
し
き

ま
い
ゆ
へ

そ
も
じ
に
話
す
る
や
い
な
、
俄
に
同
道
致
し
た
と
言
い
、
今
日
は
ち
と
遠
盧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
御
方
の
座
敷
へ
そ
な
た
が
参
り
し
故
、
モ
シ
ひ
よ

だ

し
ん
ぱ
い
い
た

せ
っ
か
く
ど
う
ｊ
、

も
の
つ

い

ん
な
こ
と
申
シ
出
し
は
せ
ま
い
か
と
、
心
配
致
し
た
。
し
か
し
折
角
同
道
と
あ
れ
ば
、
そ
の
者
を
連
れ
て
き
や
れ
と
言
ふ
に
、
い
も
り
が
ほ
と

よ
る
こ

な
に
は

つ
き

は
た
ち
う
へ
こ

ｊ
、
喜
び
「
サ
ア
ノ
ー
何
も
恥
づ
か
し
い
事
は
な
い
。
こ
、
へ
お
い
で
と
手
を
引
て
連
れ
来
た
る
一
人
の
女
、
二
十
歳
の
上
を
ニ
ッ
三
シ
超
え

き
り
や
う
つ
ま

か
ほ
あ
か

と
り
も

と
し

う
ち
し
あ
は
わ
る

た
器
量
に
棲
は
づ
れ
、
顔
赤
め
つ
、
下
に
ゐ
る
を
、
い
も
り
は
と
か
く
執
持
ち
て
、
こ
の
子
も
歳
の
ゆ
か
ぬ
内
か
ら
幸
せ
が
悪
う
ご
ざ
り
ま

い
ろ
ｊ
、
く
ろ
う
い
た

た
よ

う
へ
ほ
か
ゆ
か
り
め
か
つ
か
き

し
て
、
色
々
苦
労
致
し
ま
し
た
。
頼
り
な
い
身
の
上
で
、
他
に
縁
は
一
人
も
な
し
。
お
目
を
掛
け
て
遣
は
さ
れ
ま
せ
。
し
か
し
ま
だ
決
ま
る
か

き

も
つ
主
ワ

し
や
ぺ
げ
き
ざ
い
は
う
せ
わ
も
と
き
お
よ
こ
と
さ
ら
す
ぐ
き
り
や
う

決
ま
り
も
せ
ぬ
内
か
ら
と
、
く
ち
や
ノ
、
喋
れ
ば
劇
斎
が
、
そ
の
方
が
世
話
な
れ
ば
、
さ
し
て
身
元
を
聞
く
に
も
及
ば
ぬ
。
殊
更
優
れ
し
器
量

な
に
か
く
く
つ
ち
か
つ
さ
か
づ
き
と
あ
の
さ
か
つ
き
か
り
な
か
だ
ち
か
か
ほ

と
い
、
、
何
は
格
別
、
近
付
き
の
た
め
、
一
ッ
さ
そ
ふ
と
盃
取
り
上
げ
呑
ん
で
、
さ
し
た
る
盃
が
仮
の
い
も
り
の
媒
酌
に
て
、
見
交
は
す
顔

こ
ひ
か
ぜ
げ
き
さ
い
し
ぼ
う
ぜ
ん
そ
ぶ
と
な
は
う
つ
む
む
り
い
そ

に
恋
風
が
劇
斎
身
に
樛
み
、
莊
然
と
見
と
れ
る
素
振
り
に
い
も
り
は
執
り
成
し
、
恥
づ
か
し
そ
う
に
怖
く
お
れ
き
を
無
理
に
急
が
せ
、
い
つ
の
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ま
な
か
ゐ
い
ひ
つ
ま
は
ま
と
こ
い
ざ
な
わ
ち
ぎ
む
す
げ
き
さ
い
せ
わ
か
、

間
に
か
仲
居
に
言
付
け
廻
し
た
る
一
ト
間
の
床
へ
誘
い
て
、
割
り
な
き
契
り
を
結
ば
せ
け
る
。
は
か
ら
ず
劇
斎
い
も
り
が
世
話
に
お
れ
き
を
抱

口
え

う
へ
る
す
た
の
く
つ
き
や
う
つ
魁
ゐ
わ
か
と
の
お
た
の
や
ま
と
ぢ
ま
い
ゆ
へ
し
ば
る
す
た
の
き

へ
得
し
そ
の
上
は
、
留
守
を
頼
む
に
屈
強
と
、
続
井
の
若
殿
よ
り
御
頼
み
に
て
、
大
和
路
へ
参
る
故
、
暫
し
の
留
守
を
頼
む
ぞ
と
、
聞
い
て
お

ほ
い

た
の

う
へ
な
さ
か
た
と
こ
ろ
い
す
ゑ
か
、
ゆ
さ
き
た
の
か
ひ

れ
き
も
本
意
な
げ
に
、
世
に
頼
り
な
い
身
の
上
、
ど
う
ぞ
情
け
あ
る
お
方
の
所
へ
行
っ
て
、
末
々
も
身
の
行
く
先
を
と
、
楽
し
む
甲
斐
に
、
あ

や
う
か
た
せ
わ

を
ん
な
め
う
が
う
れ
か
ひ
や
ま
と
ぢ
た
び
だ
ど
の
ご

な
た
の
様
な
お
方
の
お
世
話
に
な
る
は
、
女
冥
加
、
嬉
し
や
と
、
思
ふ
甲
斐
も
な
く
、
す
ぐ
に
大
和
路
へ
旅
立
つ
と
は
、
よ
く
ノ
ー
殿
御
に

え
ん
う
す

、
っ
し
ほ

げ
き
さ
い

い
ま
ら
い
こ
と

た
び
む
も
む

も
と
い

縁
薄
し
と
、
打
ち
萎
れ
る
を
劇
斎
が
、
「
ハ
テ
そ
れ
も
未
だ
来
月
の
事
、
た
と
へ
旅
に
赴
く
と
も
、
日
な
ら
ず
戻
る
と
言
ひ
な
せ
ば
、
い
も
り

を
り
い
で
き

し
わ
か

や
う
あ
ん
す

ほ
ど

さ
い
は
あ
し
た

よ

つ
＋
壬
い

も
折
か
ら
出
で
来
た
り
、
死
に
別
れ
で
も
す
る
様
に
案
じ
過
ご
し
も
程
が
あ
る
。
幸
ひ
明
日
は
日
も
良
け
れ
ば
、
こ
の
子
を
連
れ
て
参
り
ま
す

い
げ
き
さ
い
は
う
は
や
か
つ
て
め
う
あ
い
ま
い
ば
ん
あ
ま
い
ふ
く

と
言
ふ
に
劇
斎
、
こ
の
方
も
早
い
が
（
Ⅱ
ウ
血
オ
）
勝
手
。
明
日
は
相
待
ち
を
る
と
言
ひ
な
が
ら
、
小
判
で
さ
ら
り
と
十
両
余
り
、
衣
服
は
こ
ち

ま
い

こ
し
ら
つ
か

な
に

い
り
よ
う

し
た
く
き
ん
つ
か

や
く
そ
く

も
ど

ら
へ
参
っ
て
か
ら
、
ま
た
栫
へ
て
遣
は
す
が
、
何
か
な
し
に
入
用
あ
ら
ん
。
支
度
金
に
と
遣
は
し
っ
泌
、
約
束
な
し
て
戻
り
け
る
。

よ
し
わ
か
ど
の
お
ん
と
も
か
ま
く
ら
く
だ
あ
か
ね
は
ん
と
う
ち
や
く
こ
、
ろ
も
つ
れ
た
う
ざ
ご
ぜ
ん
ひ
う
ふ

○
吉
稚
殿
の
御
供
し
て
鎌
倉
へ
下
り
た
る
茜
半
七
、
到
着
す
る
と
そ
の
日
よ
り
心
持
ち
常
な
ら
ず
、
当
座
の
事
と
御
前
を
引
き
、
打
ち
臥
す

、
っ
、
ち

ぎ
や
く
や
ま
ひ
ぜ
ひ
し
ゆ
つ
し
ゑ
ん
り
よ
か
た
ひ
ら
つ
ぢ
か
し
ざ
し
き
や
う
じ
や
う
や
ま
ひ
ぜ
ん
く
わ
い

内
に
い
つ
と
な
く
、
瘡
の
病
に
是
非
な
く
も
、
出
仕
遠
盧
し
て
、
帷
子
が
辻
の
貸
座
敷
に
養
生
な
せ
し
か
、
や
う
や
く
に
病
全
快
な
せ
し
か

ち
か
し
ゆ
つ
し

と
こ
ろ
ま
つ
く
ら
し
ん
た
．
つ
き

あ
い
さ
つ
を
は
い
や
う
わ
か
と
の
つ
き
そ
ひ
ふ
せ
い
ま
い
ち
わ
か
と
の
お

ば
、
近
き
日
出
仕
と
恩
ふ
所
へ
、
松
倉
新
十
郎
訪
ね
来
た
り
、
挨
拶
終
っ
て
言
ふ
様
は
、
若
殿
に
付
添
を
る
布
施
今
市
の
両
人
が
、
若
殿
の
御

い
り
よ
う

た
ぶ
ん
か
ね
く
た
や
う
か
た
も
つ
お
く

し
さ
い

や
う
す
き

わ
か
と
の
か
ま
く
ら
お
く
た

う
つ
し
や
う

入
用
と
て
、
多
分
の
金
を
下
す
様
、
手
形
を
以
て
申
送
る
に
、
子
細
あ
ら
ん
と
様
子
を
聞
く
に
、
若
殿
に
は
鎌
倉
へ
御
下
り
あ
り
て
、
篭
症

や
ま
ひ
ご
ぜ
ん
く
わ
い
か
つ
ひ
や
う
し
ふ
か
し
う
し
ん
ゆ
へ
た
ふ
ん
き
ん
す
い
り
よ
う
は
な
は
お
も
あ

の
病
は
御
全
快
あ
ら
る
れ
と
、
三
勝
と
い
ふ
白
拍
子
に
深
く
執
心
ま
し
ｊ
～
て
、
そ
れ
故
多
分
の
金
子
の
入
用
、
甚
た
御
身
持
ち
悪
し
き
事
、

と
の
お
み
、
い
こ
と
ほ
か
ご
り
つ
ぷ
く
は
う
く
だ
そ
つ
こ
ぐ
ほ
ん
ご
く
め
つ
う
ち
き
び
お
ほ
し
ま
つ
も
の

大
殿
の
御
耳
に
入
り
、
殊
の
外
の
御
立
腹
、
そ
の
方
下
り
て
即
刻
に
本
国
に
召
し
連
れ
よ
。
手
討
に
せ
ん
と
厳
し
き
仰
せ
と
あ
り
し
始
末
を
物

か
た

は
ん

お
ど
る
せ
つ
し
や

び
や
う
き
ゆ
へ
ぞ
ん
こ
、
ろ
ま
か
ぜ
ん
く
わ
い
い
た

語
れ
ば
、
半
七
は
う
ち
驚
き
、
拙
者
は
な
か
ノ
ー
病
気
故
、
存
じ
な
が
ら
も
心
に
任
せ
ず
、
や
う
や
く
全
快
致
せ
ど
も
、
さ
ほ
ど
の
事
と
は

と
の
お
ん
い
き
ど
ふ
も
つ
ほ
か

う
へ
う
す
な
に
ひ
う
わ
か
と
の
お
ん
つ
、
が

思
は
さ
り
き
に
、
大
殿
の
御
憤
り
、
以
て
の
外
と
あ
る
上
は
、
打
ち
捨
て
お
か
れ
ず
、
何
事
も
身
に
引
き
受
け
て
若
殿
の
、
御
身
に
蒜
な
き

や
う
と
な
た
の
い

ゆ
へ
し
ん
か
ん
し
ん
あ
つ
は
き
し
よ
し
ん
て
い
ぬ
う
へ
お
よ
そ
れ
か
し

様
執
り
成
し
頼
む
と
言
ひ
け
る
故
、
新
十
郎
も
感
心
し
て
、
天
晴
れ
な
る
貴
所
の
心
底
見
抜
き
し
上
は
、
及
ば
ず
な
か
ら
某
も
、
と
も
ｊ
、
に

し
り
よ
め
く

お
い
へ
た
が
み
つ
じ
か
た

思
慮
廻
ら
す
も
御
家
の
た
め
と
、
互
ひ
に
密
事
を
語
ら
ひ
け
る
。
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や
ま
と
い
は
や
た
に
く
ま

と
も
な
た
の

か
ま
く
ら
の
ち
は
ん
た
れ

○
い
つ
ぞ
や
大
和
の
岩
屋
谷
て
熊
に
い
で
た
ち
、
平
三
は
お
三
を
伴
ひ
立
ち
退
き
し
か
、
そ
れ
よ
り
鎌
倉
へ
下
り
て
後
、
お
三
は
半
七
か
胤
を

一
」

つ
き
み
を
ん
な

へ
い
さ
ん
つ
う
な
づ
さ
と
お
や
か
た
あ
つ
ご
ろ

身
籠
も
り
て
ゐ
し
が
、
月
満
ち
て
女
の
子
を
平
産
な
せ
し
を
、
お
通
と
名
付
け
、
里
親
の
方
へ
預
け
つ
樋
、
平
三
は
日
頃
Ｅ
ウ
血
オ
）
か
ら
身

お
ぼ
わ
ざ
を
ぎ
を
し
ま
ひ
は
じ
な
か
つ
あ
ら
た
と
き
か
な
も
は
や
あ
ま
た
か
、
わ
か
み
や

に
覚
へ
た
る
俳
優
を
お
三
に
教
え
、
女
舞
を
始
め
、
名
も
三
勝
と
改
め
し
に
、
時
に
叶
ふ
て
持
て
嚇
さ
れ
、
数
多
の
女
を
抱
へ
つ
、
、
若
宮

こ
う
ぢ
す
ま
ゐ

こ
、
ろ
や
す

お
く

ご
ろ
な
め
り
や
ぶ
や

み
や
こ
と
う
り
う
た
い
け
わ
か
と
の
か
つ
め
つ
か

小
路
に
住
居
し
て
、
心
易
く
世
を
送
り
ぬ
。
こ
の
頃
、
滑
川
の
藪
屋
の
も
と
へ
、
都
よ
り
逗
留
の
大
家
の
若
殿
、
三
勝
を
召
し
仕
は
ん
と

い
ろ
ｊ
ｆ
ｌ
て

Ｊ
り
つ
い
い

は
ん
み
ざ
ほ
た

ぎ
ら
い
ふ

ざ
し
き

っ
と

く
と

色
々
に
手
だ
て
を
以
て
言
ひ
入
れ
ら
れ
ど
、
半
七
に
操
を
立
て
て
、
男
嫌
ひ
と
言
ひ
触
ら
し
、
座
敷
ば
か
り
を
勤
め
し
か
ば
、
な
ほ
ノ
ー
口
説

お
と

も
の

ゆ
へ
よ
は
や
ぜ
ん
せ
い
た
ぐ
ひ
け
ふ
あ
ふ
ぎ
が
や
つ
な
に
が
し
か
つ
ま
ひ

き
落
さ
ん
と
恩
ふ
者
も
あ
る
故
に
や
、
あ
そ
こ
よ
、
こ
、
と
呼
び
嚇
さ
れ
、
全
盛
類
な
か
り
け
り
。
○
今
Ｈ
は
扇
ヵ
谷
の
某
に
て
、
三
勝
の
群

》
毎

ご
ら
ん

い
こ

た
び
ｊ
、

ざ
し
き
ゆ
へ
か
つ
い
そ
Ｌ
た
く
む
か

振
り
を
御
覧
あ
ら
ん
と
、
か
ね
て
の
言
ひ
込
み
、
も
と
よ
り
こ
れ
は
度
々
召
さ
れ
、
い
や
ら
し
げ
な
き
座
敷
故
、
三
勝
急
ぎ
支
度
し
て
、
迎
ひ

ま

お
ば
は
つ
び
め
じ
る
し
も
ん
つ
は
こ
ぢ
や
う
ち
ん
み
ち
て

よ
み
ち
ゆ
へ
か
ご
や
と
む
か
ま
い
い
ゆ
へ

を
待
て
ば
、
見
覚
へ
の
法
被
の
目
印
紋
付
き
の
箱
提
灯
に
道
を
照
ら
し
、
夜
道
故
に
駕
籠
を
雇
ひ
、
迎
ひ
に
参
り
し
と
言
ふ
故
に
、
平
三
も

む
か
ひ
と
か
つ
れ
い
の

か
っ
か
ど

の

あ
ふ
ぎ
が
や
つ
い
ゆ

か
と

先
に
、

迎
ひ
の
人
に
三
勝
が
礼
を
述
べ
、
三
勝
駕
籠
に
う
ち
乗
り
て
、
扇
ガ
谷
へ
と
出
で
行
き
け
る
。
○
し
ば
ら
く
あ
り
て
平
三
が
門
を
け
は
し
く
叩

く
艇
、
誰
か
と
殿
れ
ば
壁
の
罐
感
龍
謎
が
ら
慧
献
し
て
琴
り
し
轆
剛
、
識
ら
し
謹
心
罐
ぽ
て
、
今
方
、
二
一
勝
殿
の
迎
ひ
に
出
直
し
て
来
る
道

い
ま
が
た
か
つ
ど
の
む
か
て
な
ほ
き
み
ち

ほ
ふ
か
む

さ
む
ら
い
わ
れ
ら
と
ら

こ
い
た
か
ん
ば
ん
は
つ
び
し
る
し
は
こ
ぢ
や
う
ち
ん
と
あ

な
に
や
し
き
も
ど

で
、
頬
被
り
せ
し
二
人
の
侍
、
我
等
を
捉
ら
へ
て
手
篭
み
に
致
し
、
看
板
法
被
印
あ
る
箱
提
灯
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
何
分
屋
敷
へ
戻
ら
れ

か
つ
ど
の

お
、
う
、
ち

き

い
ま
む
か
き

か
た

で
か

お
ど
ろ
ひ

ず
、
三
勝
殿
は
ま
だ
御
内
か
卜
、
聞
い
て
平
三
び
っ
く
り
し
て
、
さ
て
は
今
、
迎
ひ
に
来
た
り
し
は
蝿
り
な
り
し
と
出
掛
け
る
を
、
驚
い
て
引

と
ち
う
げ
ん
ふ
き
か
つ
こ
、
ろ
か
す
こ
は
や
は
ゆ
み
ち
お
ひ
つ
か
ご
ひ
と
ゞ
、

き
留
め
る
中
間
を
振
り
切
っ
て
、
三
勝
が
心
掛
か
り
、
少
し
も
早
く
と
馳
せ
行
き
け
り
。
平
三
、
道
に
て
追
付
き
て
、
駕
籠
引
き
留
め
、
よ

み

つ
き
そ

せ
ん

か
た

か
つ

わ
た

か
へ
い
さ
う
は
う
ぬ

く
見
れ
ば
、
付
添
ふ
二
人
は
長
九
郎
、
全
八
郎
な
り
け
れ
ば
、
お
の
れ
編
り
め
。
三
勝
を
や
は
か
渡
さ
じ
。
返
し
お
れ
と
言
ふ
を
、
双
方
抜
き

つ

き

か

雷
う
ち

か
つ
さ
る
ぐ
つ
わ
か

か
ご

ひ
い
だ
た
の
と
こ
ろ

し
の

連
れ
て
、
斬
っ
て
掛
か
る
を
あ
し
ら
ふ
内
、
全
八
郎
は
三
勝
を
猿
轡
掛
け
た
る
を
、
駕
籠
よ
り
引
出
し
立
ち
退
く
所
へ
ま
た
一
人
、
忍
び
の

で
た
ち

か
つ
ひ
さ
ら
い
ち
あ
し
だ
は
ゆ
ゆ
へ
さ
魁
ぬ
あ
か
せ
い
か
ご
か

扮
装
に
て
Ｅ
ウ
血
オ
）
三
勝
を
引
つ
攪
ひ
、
逸
足
出
し
て
馳
せ
行
く
故
、
支
へ
る
平
三
抜
き
合
は
せ
、
加
勢
な
し
た
る
駕
籠
掻
き
二
人
を
平
三

よ
ぎ
し
と

ふ
せ
い
ま
い
ち

い
ど

、
う
’
ち

か
つ
さ
ら

ゆ
へ
あ
と
た
づ
め
ぐ

は
余
儀
な
く
仕
留
め
、
布
施
今
市
の
両
人
と
も
、
し
ば
ら
く
こ
、
で
挑
み
あ
ふ
内
に
、
三
勝
擢
は
れ
し
故
、
後
に
て
尋
ね
巡
れ
ど
も
、
そ
の
う

よ
ふ

た
づ
あ
ぐ
た
う
り

ち
だ
ん
ノ
ー
夜
も
更
け
て
、
尋
ね
倦
む
そ
道
理
な
り
。

－194－



七十七『清談青砥刃味」解題・翻刻・影印

せ
ん
こ
ぐ
か
つ
ひ
ざ
ら
し
ら
さ
わ
こ
へ
き
へ
つ
し
ん
は
ん
ひ
と
ゆ
き
と
た
こ
か
げ
い
さ
な
お
と
ろ

○
先
刻
三
勝
を
引
つ
拙
ひ
、
白
狭
和
越
ま
て
来
た
り
し
は
、
別
人
な
ら
す
半
七
な
り
。
人
の
往
き
来
も
途
絶
へ
た
る
木
陰
に
誘
ひ
、
驚
き
し
三

か
つ
い
そ
れ
か
し
し
ゆ
わ
か
と
の
は
う
い
る
か
ま
よ
な
が
ｊ
、
か
ま
く
ら
こ
と
う
り
う
あ
ま
た
き
ん
す
つ
か
す
も
と

勝
に
言
ひ
け
る
は
、
某
か
主
人
の
若
殿
、
そ
の
方
の
色
香
に
迷
ひ
、
長
々
こ
の
鎌
倉
に
御
逗
留
、
数
多
の
金
子
を
遣
ひ
捨
て
ら
れ
し
も
、
元
の

お
こ

は
う

と
か

と
の
お
い
か
つ
よ
わ
か
と
の
お
う
へ
す
て
お
く
び

起
り
は
そ
の
方
な
れ
ど
、
あ
な
か
ち
そ
ち
が
答
な
り
と
申
ス
に
は
な
し
。
さ
り
な
か
ら
大
殿
の
御
怒
り
強
く
、
若
殿
の
御
身
の
上
、
既
に
御
首

う
お
と

は
ん
こ
ぐ
も
か
へ
ゆ
へ
と
き
お
い
へ
よ
る
ま
、

を
打
ち
落
と
し
、
本
国
へ
持
ち
帰
れ
と
あ
る
故
に
、
さ
あ
る
時
に
は
御
家
の
た
め
宜
し
か
ら
ず
。
さ
れ
は
と
い
ふ
て
こ
の
侭
に
な
し
お
い
て
は
、

と
の
お
い
か
を
さ
わ
か
と
の
つ
み
う
ふ
び
ん
は
う
う
わ
れ
ぱ
じ
さ
つ
ご
よ
う
き
ん

大
殿
の
御
怒
り
納
ま
ら
ず
。
よ
っ
て
若
殿
の
罪
を
身
に
引
き
受
け
、
不
燗
な
が
ら
そ
の
方
を
討
っ
て
、
我
も
こ
の
場
で
自
殺
な
し
、
御
用
金
を

つ
か
す

そ
れ
が
し
か
つ
い
ろ
ま
よ

わ
ざ
わ
か
と
の
ご
ぞ
ん
ど
き
こ
ぐ
は
う

遣
ひ
捨
て
し
も
、
ま
っ
た
く
は
某
が
三
勝
が
色
に
迷
ひ
て
な
せ
る
業
、
若
殿
に
は
御
存
じ
な
し
と
御
帰
国
を
あ
ら
せ
ん
た
め
、
ま
た
そ
の
方
が

お
や
も
と

そ
れ
が
し
ど
う
ふ
く
ぢ
う
や
く
な
ん
ぢ
め
い
も
ら
し
ろ
き
ん
つ
か
つ
み
も
の
こ
ろ
ち
う
ぎ
ゆ
る

親
元
へ
は
、
某
が
同
腹
た
る
重
役
が
、
汝
の
一
チ
命
貰
ふ
た
め
、
身
の
代
金
を
造
は
し
た
り
。
罪
な
き
者
を
殺
す
の
も
、
忠
義
の
た
め
だ
、
許

き

な
み
だ

か
つ
お
と
も

ほ
ど

わ

し
ろ

お
や
お
く
ち
う
ぎ
ゆ
へ
こ
ろ

し
て
く
れ
と
、
斬
ら
ん
と
す
れ
ば
、
涙
な
が
ら
三
勝
が
押
し
止
め
、
そ
れ
程
に
こ
と
を
訳
け
、
身
の
代
ま
で
を
親
へ
送
り
、
忠
義
故
に
殺
す
と

い
の
ち

を

い
の
ち
う
ち
い

と
ふ
き
く
た

わ
た
し
ち
、
や
ま
と
し
お
の
う

あ
ら
は
、
命
は
さ
ら
ノ
ー
惜
し
み
は
せ
ね
と
、
命
あ
る
内
言
ひ
た
い
こ
と
、
一
ト
通
り
聞
い
て
下
さ
り
ま
せ
。
私
が
父
は
大
和
路
に
て
斧
に
華

さ
い
ご

や
ワ
ロ
わ

そ
た

ち
い
と
き
い
ひ
な
づ
け
お
っ
と
た
れ
や
と
う
お
と
ひ
と

た
れ
て
あ
い
な
い
最
期
、
そ
の
恨
み
あ
る
人
に
育
て
ら
れ
、
小
さ
い
時
か
ら
許
嫁
の
夫
の
胤
を
身
に
宿
せ
ば
、
産
み
落
し
て
両
ウ
も
オ
）
人
に

あ
づ
を
と
こ
は
だ
ふ
ぎ
ら
た
と
ふ
ま
ひ
と
せ
い
く
な
み
だ
あ
め
た
ま
か
さ
や
か
つ
う
へ

預
け
、
男
の
肌
は
触
れ
ま
じ
と
、
男
嫌
ひ
を
立
て
通
し
、
舞
の
渡
世
で
暮
ら
し
て
ゐ
る
、
涙
の
雨
の
絶
へ
間
な
き
、
笠
屋
三
勝
が
身
の
上
を
、

あ
は
お
ぼ
う
へ
こ
ま
か
～
き
き
は
ん
む
ね
あ
た
ゆ
へ
は
う
を
さ
な
と
き

哀
れ
と
思
し
給
は
れ
と
、
そ
の
身
の
上
を
細
々
と
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
半
七
が
、
一
チ
ノ
、
胸
に
当
り
し
故
、
も
し
や
そ
の
方
、
幼
き
時
、
お

い

た
よ

を
り

く
も
ま
は

か
け
か
ほ
み
あ
か
つ
い
は
ん

三
と
は
い
は
ざ
り
し
か
と
、
言
ひ
つ
嵐
立
ち
寄
る
そ
の
折
か
ら
、
雲
間
を
晴
れ
し
月
影
に
、
顔
見
合
は
せ
て
三
勝
も
、
そ
う
言
ふ
あ
な
た
は
半

さ
ま

う
れ
あ
ま
よ
る
こ

ち
》
う
き

わ
た
し
こ
ろ
ち
う
き
た

い

は
ん

い
ま
ひ
と

七
様
か
と
、
嬉
し
さ
余
る
喜
ひ
も
、
忠
義
の
た
め
と
あ
る
か
ら
は
、
私
を
殺
し
て
忠
義
を
ば
立
て
、
と
言
ふ
を
、
半
七
が
イ
ャ
ノ
ー
今
ま
で
人

お
ん
う

な
ん
ぢ
こ
ろ
き
り
た

そ
れ
が
し
わ
か
と
の
つ
み
ひ
う
せ
つ
ぶ
く
な
あ
と

の
恩
を
受
け
、
平
三
と
や
ら
い
へ
る
人
へ
、
汝
を
殺
さ
ば
義
理
立
た
ず
、
某
さ
へ
若
殿
の
、
罪
を
身
に
引
き
受
け
て
、
切
腹
す
れ
ば
亡
き
跡
を

い

か
つ
と
ｆ

と
か
く

お
の

じ
せ
つ
ま
わ
か
と
の

い
づ
よ
す
が
か
つ

と
、
言
ふ
を
三
勝
止
め
つ
、
、
兎
に
角
こ
笛
を
落
ち
延
び
て
、
時
節
を
待
ち
て
若
殿
の
、
御
代
と
な
り
な
ば
世
に
出
る
縁
も
あ
ら
ん
と
、
三
勝

こ
と
ば
は
ん
よ
ぎ

し
と
で

や
う
み
や
こ
い
づ
と
き
ふ
ん
じ
つ
お
い
へ
け
い
づ
ほ
ぐ
し
ん
そ
ん
ぞ
う
せ
ん
ぎ

が
言
葉
に
半
七
余
儀
な
く
も
、
死
を
止
ま
っ
て
思
ふ
様
、
都
を
出
る
そ
の
時
に
、
紛
失
な
し
た
る
御
家
の
系
図
、
ま
た
北
辰
の
尊
像
を
、
詮
議

ご
な
い
ゐ
う

か
ひ

と
か
く

た
び

お
の

い
た
か
た

よ
は
ま
ぎ
た

な
さ
で
は
御
内
意
を
、
請
け
た
る
甲
斐
な
し
、
兎
に
角
に
、
一
卜
度
こ
、
を
落
ち
延
び
て
、
ま
た
致
し
方
あ
る
べ
し
と
、
夜
半
に
紛
れ
て
立
ち
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ぜ
ん
せ
う
こ
ぐ
い
で
か
ま
く
ら
な
め
り
や
ぶ
や
う
ち
ね
ん
ご
ほ
う
こ
う
う
ん
か
な
せ
う
ぢ
き
せ
う
る
め
ぐ
ゆ
へ
あ
ま
か
ね
た

○
善
吉
生
国
を
出
て
よ
り
、
鎌
倉
の
滑
川
藪
屋
の
内
に
三
年
越
し
奉
公
な
し
て
運
に
叶
ひ
、
正
直
正
路
の
恵
み
故
、
六
十
両
余
り
の
金
を
貯

し
ゆ
じ
ん
ほ
う
ぴ
か
ね
も
ら
ほ
か
で
い
き
や
く
せ
ん
べ
つ
も
ら
ゆ
へ
か
ね

め
し
に
、
ま
た
主
人
よ
り
褒
美
と
し
て
五
十
両
の
金
を
貰
ひ
、
そ
の
他
出
入
る
客
な
ど
よ
り
賤
別
を
貰
ひ
し
故
、
百
二
十
両
の
金
あ
り
け
る
を
、

と
う
ま
き
い

あ
け
に
、
う
ち

』
」

わ
が

か
ね
だ
か
お
も
ゆ
へ
か
た
す
み
ゆ
へ
み
ち
ご
ま

胴
巻
に
入
れ
し
ま
、
、
明
荷
の
内
へ
い
、
み
込
み
、
割
り
掛
け
に
し
た
れ
ど
も
、
金
高
の
重
み
故
、
肩
に
摺
り
て
見
へ
る
故
、
道
に
て
護
摩
の

は
い
つ

か
た
つ
ま
と

み
ち
か
い
そ
く
み
ち
く
も
け
ん
く
わ
し
か
さ
か
て

灰
に
付
け
ら
れ
、
二
三
日
こ
の
方
付
き
纒
ひ
し
を
や
う
ノ
ー
と
道
を
代
へ
、
一
人
急
い
で
来
る
道
へ
、
二
人
の
雲
介
が
喧
嘩
仕
掛
け
、
酒
手
を

ね
た
た
び

く
も

ち

ぜ
ん
さ
れ
い
の
か
ほ
み
い
ぜ
ん
つ
ま
と

強
請
る
を
旅
人
が
、
雲
介
を
な
げ
散
ら
し
て
く
れ
Ｅ
ウ
肥
オ
）
た
を
、
善
吉
手
を
下
げ
て
礼
を
述
べ
つ
、
顔
見
れ
ば
、
以
前
二
三
日
付
き
纒
ひ
、

う
さ
ん
お
も
ご
ま
は
い
ゆ
へ
せ
ん
ご
ま
は
い
し
ん
せ
つ
た
び
な
ひ
と
み
だ
う

胡
散
だ
と
思
ひ
し
護
摩
の
灰
故
、
そ
っ
と
す
れ
ど
も
詮
す
べ
な
く
、
護
摩
の
灰
は
親
切
ら
し
く
、
旅
慣
れ
ぬ
人
と
見
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
は
道

と
ご
う

こ
ん
や

し
よ
と

つ
た
さ
き
ふ
る
さ
と

ほ
ど
ち
か
ま
つ
や
ど
ぜ
ひ
と

中
の
あ
り
う
ち
、
今
夜
は
一
シ
緒
に
泊
ま
ら
ふ
と
、
連
れ
立
つ
先
へ
故
郷
に
、
は
や
程
近
き
松
山
の
宿
に
是
非
な
く
泊
ま
り
け
る
。

ぜ
ん
こ
よ
ひ
ぶ
な
ん
す
か
ね
わ
が
に
い
だ
と
こ
ろ
さ
し
き
い
て
み

○
善
吉
は
い
か
ぎ
ぞ
し
て
；
今
宵
を
無
難
に
過
ご
さ
ん
と
、
金
を
割
り
掛
け
の
荷
よ
り
出
し
、
と
つ
お
い
つ
す
る
所
に
、
座
敷
へ
出
し
女
を
見

み
や
う
い

み
や
う

ゆ
へ
さ
い
ぜ
ん
か
ん
が

れ
ば
、
ど
こ
や
ら
で
見
た
様
と
言
へ
ば
、
女
も
ほ
ん
に
あ
な
た
も
見
た
様
に
思
ひ
ま
す
故
、
最
前
よ
り
考
へ
て
を
り
ま
し
た
。
モ
シ
あ
な
た
は

き
そ
つ
ま
ご

と

い

ぜ
ん
だ
な
る
ほ
ど
つ
ま
ご
し
ゆ
く
も
り
む
ら
や
む
す
め
ご

木
曽
の
妻
籠
へ
お
泊
ま
り
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
り
し
か
と
、
言
は
れ
て
善
吉
思
ひ
出
し
、
成
程
お
ま
へ
は
妻
籠
の
宿
の
森
村
屋
の
娘
御
か
、

た
づ
ぜ
ん
む
れ
ん
あ
と
ぜ
ん
と
ふ
こ
ろ
わ
づ
ら
て
、
お
や
の
ち
び
や
う
し

ど
う
し
て
こ
魁
に
と
尋
ぬ
れ
ば
、
お
六
は
善
吉
に
う
ち
向
か
ひ
、
三
年
後
に
善
吉
が
通
り
し
頃
、
煩
ひ
ゐ
し
父
親
も
、
そ
の
後
病
死
し
て
、

わ
づ
し
る
べ
せ
わ
い
ま
い
や
ほ
う
か
う
わ
け
か
た
ぜ
ん
か
ま
く
ら
ほ
う
か
う
か
せ
ほ
か
ま
ひ
や
う
し

こ
、
に
僅
か
の
知
辺
の
世
話
で
、
今
は
卑
し
き
こ
の
奉
公
と
。
訳
を
語
れ
ば
善
吉
も
、
鎌
倉
へ
奉
公
し
て
稼
ぎ
、
思
ひ
の
外
に
間
拍
子
よ
く
、

し
ゆ
じ
ん
と
あ

し
ゆ
び
い
と
ま
も
ら
ゆ
へ

か
ね
も
ゆ
へ

い
ま
ふ
ろ
は
い
い
た
ぴ

よ
い
主
人
を
取
り
当
て
て
、
首
尾
よ
く
暇
を
貰
ひ
し
故
、
こ
、
に
百
二
十
両
と
い
ふ
金
を
持
ち
し
故
に
か
、
今
、
風
呂
へ
入
り
に
行
っ
た
旅
人

む
り
や
り
つ

や
」
田
勺
（
》

い
つ
十
Ｌ
い

な
ん

い

だ
う
わ
る

か
た
ゆ
へ
な
か

が
、
無
理
矢
理
に
連
れ
に
な
り
心
な
ら
ず
。
一
体
ア
ノ
人
は
何
で
あ
ら
う
と
言
へ
ぱ
お
六
が
、
あ
れ
は
こ
の
道
中
で
悪
い
事
す
る
お
方
故
、
中

み
こ

う
へ
こ
よ
ひ
ぷ
じ
す
あ
す
の
が
い
ぜ
ん
お
ど
る

ノ
ー
見
込
ま
れ
た
上
か
ら
は
、
今
宵
は
無
事
に
過
ご
す
と
も
、
明
日
は
逃
れ
は
あ
る
ま
い
と
、
言
は
れ
て
善
吉
驚
き
、
ど
う
ぞ
し
て
あ
い
つ

お
い
だ
や
う

い
ゆ
へ
ろ
く
し
あ
ん
と
か
く
い
す
め
か
か
ね
か
ね
わ
た
し
あ
づ

め
を
追
ひ
出
し
様
は
あ
る
ま
い
か
と
言
ふ
故
、
お
六
は
思
案
し
て
、
兎
角
盗
人
が
目
を
掛
け
る
は
金
ば
か
り
。
そ
の
金
を
私
に
預
け
て
、
一
シ

た
ん

た
の

あ
と

め
だ
や
う
と

よ

い

ぜ
ん
か
ん
し
ん
な
る
ほ
ど
に
あ

旦
こ
、
を
立
ち
退
い
て
、
後
に
て
こ
、
へ
目
立
た
ぬ
様
に
取
り
に
ご
ざ
ん
す
が
良
か
ら
う
と
言
ふ
に
、
善
吉
感
心
し
て
、
成
程
女
に
似
合
は
い

の退
き
け
り
、
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ち
ゑ
し
や
な
ん
ぶ
ん
た
の
い

か
ん
が
た
ぶ
ん
か
ね
わ
た
し
は
う
あ
づ
い
ほ
か
し
や
う

智
恵
者
。
何
分
頼
む
と
言
い
け
れ
ば
、
お
六
は
考
へ
、
し
か
し
マ
ア
多
分
の
金
を
私
の
方
か
ら
預
か
ら
う
と
言
ふ
の
も
い
か
ず
、
他
に
仕
様
も

い
ぜ
ん
き
ご
§
ろ
し
る
く
ど
の
い
く
あ
づ
う
た
か
な
に
い
ゆ
へ

な
い
事
か
と
言
ふ
を
善
吉
、
こ
れ
は
し
た
り
、
気
心
を
知
っ
た
お
六
殿
、
た
と
へ
幾
ら
預
け
た
と
て
、
そ
の
疑
ひ
が
何
あ
ら
ふ
ぞ
と
言
ふ
故
、

さ
や
う

お
ほ
か
ね
あ
づ
か
た
し
ろ
さ
つ
ま
ご
ひ
ら
く
た

お
六
が
左
様
な
ら
、
多
く
の
金
を
預
か
る
形
代
、
左
も
な
き
も
の
で
は
あ
り
け
れ
ど
、
い
つ
ぞ
や
妻
籠
で
こ
な
さ
ん
が
、
拾
ふ
て
下
さ
ん
届

は
秘

か
た
み
く
し
わ
た
し

か
が
た
し
な
ゆ
へ
か
ね
う
と

ウ
カ
オ
）
し
た
母
さ
ん
が
形
見
の
櫛
。
私
が
た
め
に
は
身
に
も
代
へ
難
き
大
事
の
品
。
こ
れ
を
あ
な
た
へ
あ
げ
ま
す
故
、
金
受
け
取
り
に
ご
ざ

あ
づ
い
さ
く
し
ぜ
ん
ぬ
わ
た
ど
う
ま
き
ま
、
か
ね
ろ
く
わ
た
よ
と
こ
ろ

ん
す
ま
で
預
け
ま
す
る
と
言
ひ
な
が
ら
、
挿
し
た
る
櫛
を
善
吉
に
抜
い
て
渡
せ
ば
、
胴
巻
の
侭
に
て
金
を
お
六
へ
渡
し
、
も
し
拠
ん
所
な
き
こ

つ
か
ね
と
く

く
し
わ
り
ふ
や
く
そ
く

い
ぜ
ん
ご
ま
は
い
ふ
ろ
て
ざ
し
き
き

と
あ
り
て
、
人
伝
て
に
金
取
り
に
来
る
と
も
、
櫛
が
割
符
と
約
束
し
つ
樹
、
そ
の
う
ち
以
前
の
護
摩
の
灰
、
風
呂
か
ら
出
て
座
敷
へ
来
た
れ
ば
、

ふ
ろ
ぜ
ん
あ
ん
な
い
よ
ふ
を
り
み
あ
う
ら
み
ち
あ
ん
な
い
ぜ
ん
せ
ど
い
み
ち

お
六
は
風
呂
へ
善
吉
を
案
内
な
し
つ
猫
、
そ
の
夜
も
更
け
て
折
を
見
合
は
せ
‘
裏
道
を
お
六
が
案
内
。
善
吉
が
背
戸
か
ら
抜
け
て
山
道
に
か
、

と
う
げ
ふ
る
や
し
ろ
た
ど
つ
や
あ
あ
に
ふ
お
も
む

り
、
峠
の
あ
り
し
古
社
へ
辿
り
着
き
つ
蚤
、
一
チ
夜
を
明
か
し
、
明
く
る
日
二
夫
川
へ
赴
き
け
る
。

悪
の
繕
解
き
一
こ
、
は
松
山
が
母
屋
に
続
く
木
賃
泊
り
の
あ
ば
ら
宿
に
、
い
つ
ぞ
や
白
狭
和
越
よ
り
半
七
は
二
藤
を
伴
ひ
て
“
そ
れ
よ
り
里
親

ま
つ
お
も
や
つ
ｆ
き
ち
ん
ど
ま

や
ど

し
ら
さ
は
ご
へ
は
ん
か
つ
と
も
な
さ
と
お
や

と
こ
ろ
い
た
む
す
め
つ
う

か
つ
つ
き

た
ぴ
み
や
こ
の
ぼ
な
が
た
び
ぢ
は
ん
や
ま
ひ
ふ
い
ま

の
所
へ
至
り
、
娘
お
通
も
そ
れ
と
な
く
三
勝
が
連
れ
来
た
り
、
－
－
度
都
へ
上
ら
ん
と
、
長
の
旅
路
に
半
七
が
病
に
臥
し
て
今
は
は
や
、
身
に

ま
と

い
ふ
く

く
す
り
し
ろ
う
は
ら

か
て
か
つ
む
す
め
つ
う

よ
る
ひ
と
の
き

さ
み
せ
ん
ひ
か
ど
づ
け

纒
ひ
た
る
衣
服
を
も
、
薬
の
代
に
売
り
払
ひ
、
そ
の
日
の
糧
は
三
勝
が
、
娘
お
通
に
も
隠
し
つ
も
、
夜
は
人
の
軒
下
に
て
三
味
線
弾
い
て
門
付

わ
づ
な
さ
い
の
ち
つ
な
う
き
や
う
が
い
み
め
あ
は
く
つ
う
ひ
る
く
た
び
そ
ば
ね
さ
い
わ
は
ん

に
、
僅
か
の
情
け
に
三
人
が
、
命
を
繋
ぐ
憂
き
境
涯
、
見
る
目
哀
れ
な
暮
ら
し
な
る
。
お
通
は
昼
の
草
臥
れ
に
、
側
に
寝
た
る
を
幸
い
と
、
半

う
へ
か
た
た
ん
わ
か
と
の
め
の
と
や
く
つ
と
ご
と
ら
う
、
１
１
む
か
し
か

七
身
の
上
を
語
り
つ
、
、
一
ッ
旦
若
殿
の
御
傅
役
、
勤
め
し
身
に
て
こ
の
如
く
、
浪
々
な
し
て
あ
ま
つ
さ
へ
、
そ
な
た
に
ま
で
昔
に
代
は
り
身

つ
下
れ
ま
と

そ
で
ご
ひ

く
ち
を

と
き

つ
う
し
ゆ
つ
し
や
う

お
ち
め
の
と
か
し
づ
わ
た
う
す

に
も
濫
襖
を
纒
は
せ
て
、
袖
乞
さ
す
る
口
惜
し
さ
。
世
に
あ
る
時
、
こ
の
お
通
も
出
生
な
し
な
ば
、
御
乳
よ
乳
母
と
傅
か
せ
ん
に
、
綿
薄
き

つ
・
＄
れ
ぬ
の
こ
や
つ
く
ち
う
つ
が
の
こ
も
み
き
れ
あ
か
よ
る
こ
や
う
き
ひ
と
ふ
い
て
う
つ
、
ゐ
う
ち
た
び

濫
模
布
子
に
八
口
に
移
り
香
残
る
紅
絹
の
布
の
赤
き
を
喜
び
、
こ
の
様
な
よ
い
べ
猶
着
た
と
人
に
吹
聴
、
こ
れ
が
続
井
の
身
内
に
て
、
一
＃
度

と
き
は
ん

は

は
く

ひ
う
ん
な
み
だ
く

か
つ
い
ろ
ｊ
、
い
さ

や
う
ぐ
ち

ひ
と

時
め
く
半
七
が
、
な
れ
の
果
て
か
と
歯
を
食
ひ
し
め
、
悲
運
の
涙
に
暮
れ
け
れ
ば
、
三
勝
色
々
諫
め
て
、
ま
た
そ
の
様
な
愚
痴
な
こ
と
、
人
は

こ
ろ
お

わ
る
あ
と
よ

ほ
ど
き
つ
よ
も

つ
う
さ
み
せ
ん
ず

七
転
び
八
起
き
と
や
ら
、
悪
い
後
に
は
良
い
こ
と
が
行
ウ
血
オ
）
あ
ら
ふ
程
に
、
気
を
強
ふ
持
っ
て
く
だ
さ
ん
せ
。
こ
の
お
通
が
三
味
線
好
き

も
の
お
ぼ

げ
い
し
こ
ま
へ
ら
く
よ
も
の
、
ふ
う
へ
あ
や

で
物
覚
へ
の
よ
い
に
つ
け
、
芸
を
仕
込
ん
で
や
が
て
お
前
に
も
楽
を
さ
せ
ま
せ
う
。
世
に
武
士
の
身
の
上
ほ
ど
危
う
き
も
の
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ
。
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さ
む
ら
ひ

ま
ち
す
ま
ゐ

わ
た
し
ま
ひ
こ
ふ
た
、

し
や
う

も
の
、
ふ
た
と
ふ

い
つ
そ
侍
や
め
に
し
て
、
川
の
住
居
を
な
さ
ん
す
な
ら
、
私
が
舞
子
を
再
び
し
て
も
、
ま
た
祉
様
も
ご
ざ
ん
せ
う
。
ま
た
武
士
を
立
て
通
す
に

ち
う
ぎ
ゆ
へ

や
う
か
ん
な
ん

お
も
と
き
い
ま
う

い
で
む
か
し
が
た
い
な
ぐ
ざ
は
ん
ち
か
ら
つ

せ
よ
、
忠
義
故
に
こ
の
様
な
難
難
す
る
と
思
ふ
時
は
、
今
の
憂
き
を
世
に
出
て
、
昔
語
り
に
す
る
事
と
、
言
ひ
慰
め
つ
、
半
七
に
力
を
付
け
て

さ
み
せ
ん
も
よ
ひ
い
つ
ぺ
ん
ま
は
た
あ
は
、
お
や
つ
う
さ
い
っ
し
ょ
と
す
が

三
味
線
持
ち
、
ど
れ
宵
の
う
ち
、
そ
こ
ら
を
ば
、
一
遍
廻
シ
て
こ
や
う
か
と
立
ち
上
が
る
母
親
に
、
お
通
が
目
覚
め
て
一
緒
に
と
取
り
槌
る
を
、

い
ろ
Ｉ
、
い
な
ぐ
さ
な
み
だ
ぬ
ぐ
た
い
づ
こ
、
ろ
う
ち
あ
は
か
つ
い
で
あ
と
は
ん
つ
う
あ
と
お
ゆ
へ
な
ぐ
さ

色
々
に
言
ひ
慰
め
、
涙
拭
ふ
て
立
ち
出
る
心
の
内
こ
そ
哀
れ
な
れ
。
○
三
勝
が
出
て
ゆ
く
跡
へ
、
半
七
お
通
が
跡
追
ふ
故
、
や
う
ノ
ー
に
慰

あ
そ
は
こ
う
ち
ゑ
ほ
ん
と
だ

や
う
ほ
ん
や
ど
や
お
ば
さ
ま
も
ら
み
ぐ
わ
め
ん
ぐ
り
は
ん
ぐ
わ
ん

め
れ
ば
、
手
遊
び
の
箱
の
内
よ
り
絵
本
取
り
出
し
、
こ
の
様
な
本
を
宿
屋
の
小
母
様
に
貰
ふ
た
と
、
見
せ
び
ら
か
す
画
面
は
小
栗
判
官
が
、

か
た
わ
ぐ
る
ま
あ
し
こ
し
た

あ

た
ん
そ
く
む
ね
さ
つ

と
こ
ろ

ち
か
だ
う
ぐ
や

叶
輪
車
の
足
腰
立
た
ず
、
そ
れ
も
そ
の
身
に
つ
く
か
、
と
思
ひ
合
は
せ
て
暎
息
し
、
胸
差
し
詰
ま
る
そ
の
所
へ
、
か
ね
て
親
し
き
道
具
屋
が
、

う
り
も
の
い
で
ゆ
へ
か
い
そ
ん
ぞ
う
ご
ろ
と
う
り
う
き
や
く
じ
ん
げ
ん
き
ん
か

い
つ
ぞ
や
売
物
に
出
し
故
、
こ
な
さ
ん
が
買
ひ
た
い
と
言
は
し
や
シ
た
る
尊
像
を
、
こ
の
頃
こ
、
へ
逗
留
の
客
人
、
三
十
両
に
現
が
金
で
買

ゆ
へ
は
う
き
ど
く
う
わ
た
い
ゆ
へ
は
ん
し
な
ほ
か
う
い
の
ち
か
が
た
な
に
と
ぞ

は
ふ
と
あ
る
故
、
そ
の
方
へ
気
の
毒
な
が
ら
売
り
渡
す
と
言
ふ
故
、
半
七
そ
の
品
を
他
へ
売
ら
れ
て
は
、
身
に
も
命
に
も
代
へ
難
し
。
何
卒
し

の

い

き
は
さ

あ
さ

」
ｂ
」
７
ノ
ｆ
、

ち
う
ぎ

か
つ

か

ば
ら
く
日
延
べ
を
と
言
へ
ど
も
聞
か
ず
馳
せ
去
れ
ば
、
か
く
浅
ま
し
く
浪
々
し
て
、
忠
義
の
た
め
に
三
勝
を
、
手
に
掛
け
ん
と
思
ひ
し
に
、
そ

あ
い
ぜ
う
ひ
い
の
ち
な
が
み
れ
ん
ひ
き
や
う
い
ふ
ん
じ
つ
そ
ん
ざ
う
あ
り
か
し
か
ね
と
、
の

れ
に
な
ま
じ
い
愛
情
に
惹
か
さ
れ
、
命
永
ら
へ
て
、
未
練
卑
怯
と
言
は
る
、
の
み
か
、
紛
失
の
尊
像
の
在
処
は
知
れ
て
も
金
調
は
ず
、
あ
ま

わ
た
な
に
め
ん
ぼ
く
な
が
し
か
く
ど
わ
な
の
ち
ひ
と
ふ
で
か
の
こ
や
ま
ひ
ゆ
へ
し
び

つ
さ
へ
人
手
に
渡
し
、
何
川
Ⅱ
に
永
ら
へ
ん
と
、
死
ぬ
る
覚
悟
を
し
な
が
ら
も
、
我
が
亡
き
後
に
一
筆
と
書
き
残
す
に
も
病
故
、
手
が
卿
る

こ
、
ろ
ま
か

つ
む
す
め
つ
う
二
、
ろ
そ
こ

く
さ
り
せ
う
が

く
ち

い
を
し

い
ま
は
、
も
ど
う
た

れ
ば
心
に
任
せ
ず
。
思
ひ
付
い
て
娘
お
通
に
心
の
底
を
、
一
＃
章
の
唱
歌
に
よ
そ
へ
、
口
づ
か
ら
言
ひ
教
え
つ
ゞ
、
も
し
今
に
母
が
戻
ら
ば
唱

き

い
ふ
く
を
さ
な
ご
い
ろ
お
ぼ
ご
ゑ
う
た
さ
い
わ
き
わ
き
ざ
し
さ
を

ふ
て
間
か
し
や
と
、
よ
く
ノ
ー
言
ひ
含
め
れ
ば
、
幼
心
に
覚
へ
つ
、
、
小
声
に
唱
ふ
て
ゐ
る
を
幸
ひ
、
こ
な
た
へ
来
た
り
脇
差
の
下
げ
緒
を

く
ち
く
わ

ひ
だ
り

ぬ
も
ぬ
ぐ
ひ
ま
わ
は
ら
つ
た
と
こ
ろ
か
つ
も
ど
お
ど
る
な
に

口
に
街
へ
つ
職
、
左
で
や
う
ノ
ー
抜
き
持
ち
て
、
手
拭
に
巻
き
、
我
が
腹
へ
突
き
立
て
ん
と
す
る
所
へ
、
三
勝
は
戻
り
驚
き
て
、
コ
リ
ャ
何

ゆ
へ
し
ほ
ど
わ
た
し
か
く
し
と
。
、
ゆ
へ
は
ん
き
あ
せ
い
さ
い

故
死
ぬ
事
ぞ
。
そ
れ
程
の
こ
と
な
ら
ば
、
な
せ
私
に
は
隠
す
ぞ
へ
・
死
な
せ
は
せ
ぬ
と
止
む
る
故
、
半
七
は
気
を
焦
り
、
委
細
の
こ
と
は
こ
の

つ
う
を
し

と

も
と
と
ザ

と
な
り

ざ
し
き
と
う
り
う
き
や
く
み

ひ
だ

さ
み
せ
ん
ね

お
通
に
教
え
お
い
た
と
取
り
な
す
刀
の
手
元
を
止
む
る
う
ち
、
隣
応
ウ
血
オ
）
座
敷
で
逗
留
の
客
と
見
へ
て
、
弾
き
出
す
そ
の
三
味
線
の
音
に

を
さ
な
ど

か
き
お
き
う
た
と
野
を
そ
さ
み
せ
ん
あ
う
た
い
ゆ
へ
は
、
は
や
う
た
き

幼
子
が
、
わ
し
や
言
置
と
い
ふ
唄
を
、
父
さ
ん
に
教
わ
シ
た
。
ア
ノ
三
味
線
に
合
は
せ
て
唱
ふ
ぞ
へ
と
言
ふ
故
、
母
が
ヲ
、
早
く
唱
ふ
て
聞
か

い

し
」
ず

つ
う
う
た
よ
な
か

か
ひ
み
の
く
に
の
か
み
し
ゆ
く
つ
ゆ
し
も
き

た
つ
ま
こ
い

し
ゃ
と
言
ひ
な
が
ら
止
め
る
う
ち
に
、
お
通
が
唄
「
世
の
中
に
あ
り
て
甲
斐
な
き
美
濃
の
国
、
野
上
の
宿
の
露
霜
と
、
消
へ
な
ば
立
た
ん
妻
恋
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さ
か
た
も
か
り
か
な
め
で
た

、
う
た
き

か
つ

い

か
ひ
ゆ
へ
し

て
、
や
が
て
栄
へ
を
田
の
面
の
雁
の
悲
し
目
出
度
く
候
か
し
ぐ
と
、
唱
ふ
を
聞
い
て
三
勝
が
、
ソ
リ
ヤ
生
き
て
、
甲
斐
な
き
故
死
な
ふ
と
か
、

こ
ろ

し
」
と
こ
ろ

ま
し
や
う
じ

あ

と
い
で
ご
み

か
た
ぎ
ぬ
あ
ぶ
ら
が
み
め
ん
き
と
↑
、

い
や
殺
さ
じ
と
止
む
る
所
へ
、
丁
間
の
障
子
や
に
は
に
明
け
、
飛
ん
で
出
た
る
塵
太
夫
、
紙
の
肩
衣
、
油
紙
の
面
を
着
た
ま
歯
止
め
つ
、
、

め
ん
お

か
ほ
あ

か
つ
び
っ
く
り

と
、
さ
ま
お
ど
る

つ
う
ぢ
、
ざ
ま
す
が
ま
ご
む
す
め
は
ん

は
づ
み
に
面
が
落
ち
け
れ
ば
、
顔
見
合
は
せ
て
三
勝
は
吃
驚
し
て
、
ヲ
、
父
様
か
と
驚
け
ば
、
お
通
も
爺
様
か
と
槌
る
に
平
三
、
孫
娘
、
半

お
ど
る

か
つ
き
お
よ

お
ん

ど
の

ふ
し
ぎ
か
つ
む
す
め
つ
う
や
う
い
く
れ
い
の

そ
れ
が
し

七
も
驚
き
て
、
三
勝
よ
り
聞
き
及
ぶ
、
そ
ん
な
ら
御
身
は
平
三
殿
か
、
こ
れ
ま
で
不
思
議
に
三
勝
や
娘
お
通
が
養
育
の
礼
を
述
べ
つ
、
、
某
は

き
お
よ

な
が
が
た

う
へ
し
か
つ
わ
る
も
の
ひ
さ
ら
あ
と
お
さ
、
や
つ

聞
き
及
ば
れ
し
て
も
あ
ら
ん
。
永
ら
へ
難
き
身
の
上
と
、
死
な
ん
と
す
る
を
三
勝
が
、
悪
者
に
引
つ
樫
は
れ
し
を
跡
追
っ
か
け
、
支
へ
る
奴
ら

く
ら
ゆ
へ
あ
い
て
わ
か
か
ゆ
へ
か
ま
く
ら
た
の
み
ぎ
り
つ
う
さ
と
お
や
ゆ
と
こ
ろ
き
の
ふ

を
暗
が
り
故
、
相
手
も
そ
れ
と
判
ら
ね
ば
、
二
人
を
手
に
掛
け
し
故
、
鎌
倉
に
も
い
ら
れ
ず
立
ち
退
く
伽
、
お
通
が
里
親
へ
行
き
し
所
、
昨
日

か
つ
ど
の
い
ま

と
し
こ
ろ

つ
う
ど
う
ｌ
く
、

き

は
ん
ど
の

あ
ん
し
ん
お
も

三
勝
殿
と
今
一
人
、
年
の
頃
は
廿
三
四
の
男
が
み
へ
ら
れ
、
お
通
を
同
道
さ
れ
た
と
聞
き
、
も
し
や
男
は
半
七
殿
か
、
ま
づ
そ
れ
で
安
心
と
思

や
う
す
し

か
つ

ゆ
く
ゑ
さ
が
あ
る
わ
る
も
の
か
お
も
て
ぶ
す
が
た
さ
ま

ひ
な
が
ら
も
様
子
知
れ
ず
。
三
勝
二
人
が
行
方
を
捜
し
歩
く
た
め
、
ま
た
悪
者
で
も
二
人
を
手
に
掛
け
た
れ
ば
面
伏
せ
と
、
こ
ん
な
姿
に
様

か

は
せ
く
わ
ん
お
ん
ま
へ
と
ほ
り
つ
ば
な
り
さ
む
ら
ひ
べ
ん
た
う
あ
ま
め
し
ご
う
り
も
ら
ゆ
へ
こ
か
げ
よ
つ
か
な
か
め
し

を
変
へ
、
長
谷
の
観
音
前
を
通
り
し
、
と
立
派
な
形
の
侍
よ
り
弁
当
の
余
り
を
飯
行
裏
へ
貰
ひ
し
故
、
木
陰
へ
寄
っ
て
遣
は
ふ
と
、
中
の
飯

と
の

．
つ
ち

づ
魁
み
ふ
う
じ
め
・
か
つ
し
ろ
き
ん
か
ゆ
へ
こ
と
い
は
ん
わ
か
と
の

を
取
り
除
け
れ
ば
、
内
に
は
百
両
包
の
封
目
へ
、
三
勝
の
身
の
代
金
と
書
い
て
あ
り
し
故
、
こ
の
如
く
と
言
へ
ば
、
半
七
そ
の
事
は
若
殿
の

か
ゆ
へ
し
ん
ど
の
は
か
か
ね
つ
な
え
ん
お
ん
み
わ
た
ら
く
し
ゆ
い

た
め
手
に
掛
け
る
故
、
新
十
郎
殿
が
計
ら
っ
て
の
金
、
か
製
る
繋
が
る
縁
で
は
あ
ら
じ
と
、
御
身
へ
渡
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
落
手
あ
れ
と
言
ひ

か
ね
お
れ

つ

さ
だ

け
れ
ば
、
ど
う
し
て
Ｊ
、
こ
の
金
を
、
俺
が
身
に
付
け
や
う
よ
り
、
こ
な
た
二
人
が
身
の
た
め
に
と
百
両
を
差
し
出
せ
ば
、
そ
れ
に
つ
け
て
も

ふ
ん
じ
つ
そ
ん
ぞ
う
あ
り
か
し

わ
た

ゆ
へ
し
か
く
ど
き
は
さ
ん
じ
か
ね
か
う
そ
ん
ぞ
う
か
も
ど

紛
失
の
尊
像
の
在
処
は
知
れ
て
も
人
手
に
渡
り
、
そ
れ
故
死
な
ん
と
覚
悟
を
極
め
た
り
。
暫
時
こ
の
金
借
り
受
け
て
、
か
の
尊
像
を
買
ひ
戻
さ

よ
る
こ

か
ど

し
ん

く
だ
ん
そ
ん
ぞ
う
た
づ
さ
き
に
は
か
も
と
も
の
せ
ん
こ
く
だ
う
ぐ
や

ん
と
喜
び
あ
ふ
門
口
よ
り
、
思
ひ
が
け
な
き
新
十
郎
、
件
の
尊
像
携
へ
来
た
り
、
俄
に
求
む
る
者
あ
り
と
、
先
刻
道
具
屋
が
申
せ
し
は
、
か

い
そ
れ
か
し
な
に
と
ぞ
は
ん
ど
の
あ
り
か
た
つ

わ
た

ゆ
へ
は
か
ら
か
ど
や
う
す
た
ぎ
き
で
ん
ゆ
づ

く
言
ふ
某
。
何
卒
半
七
殿
の
在
処
を
尋
ね
、
手
渡
し
せ
ん
と
思
ふ
故
、
計
ら
ず
画
ウ
豹
オ
）
門
に
て
様
子
を
立
ち
聞
く
。
イ
ザ
貴
殿
へ
讓
ら
ん

き
は
ん
か
つ
な
げ
か
へ
に
は
か
よ
る
こ
う
ち
わ
い
だ
し
ん
わ
た
そ
ん
ぞ
う

と
、
聞
い
て
半
七
三
勝
も
嘆
き
が
却
っ
て
俄
の
喜
び
、
平
三
は
百
両
の
そ
の
内
よ
り
三
十
両
を
分
け
出
し
、
新
十
郎
に
渡
し
な
が
ら
、
尊
像
を

は
ん
わ
た
ほ
ん

べ
ん
た
う
つ
、
み
い
さ
む
ら
い
さ
ま
は
ん
ど
の
ぎ
し
ん

半
七
に
渡
し
、
本
に
あ
な
た
は
弁
当
へ
、
百
両
包
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
お
侍
様
。
ま
た
も
こ
蚤
に
て
半
七
殿
が
あ
な
た
の
義
心
の
こ
の

そ
ん
ぞ
う
い
お
れ
い
ほ
ど
こ
と
ば
つ
く
よ
る
こ
あ
た
う
り
く
だ
ん
そ
ん
ぞ
う
と
び
や
う
き

尊
像
、
手
に
入
る
と
い
ふ
は
御
礼
の
程
、
言
葉
に
申
シ
尽
く
さ
れ
ず
と
、
喜
び
合
ふ
も
道
理
な
り
。
件
の
尊
像
手
に
取
れ
ば
、
半
七
が
病
気
も
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よ
お
ほ

わ
た
く
し
か
た
せ
い
ほ
ふ
き
や
う
と
ど
う
け
く
つ
せ
い
し
な
砥
か
。
Ｉ
、

世
に
多
き
お
し
ろ
い
と
お
な
じ
か
ら
ず
私
方
に
て
製
法
仕
も
の
は
京
都
か
ま
も
と
に
同
家
御
座
候
て
別
製
の
品
に
御
座
候
間
外
々
の
も
の
と
御

ぎ
よ
い
か
な

も
と
あ
そ
ば

か
ほ
こ
ま
か
い
ろ
し
ろ
う
け
あ
い
そ
の

つ
か
ひ
く
ら
べ
下
さ
れ
御
意
二
叶
ひ
候
は
、
御
求
め
遊
さ
れ
下
さ
る
べ
く
候
御
顔
の
き
め
を
細
に
い
た
し
色
を
白
く
す
る
こ
と
御
請
合
申
候
其

よ

い
つ
基
」
い

／
、
は

つ
、
み
が
み

余
御
顔
の
ふ
き
で
も
の
一
切
に
よ
し
委
し
き
こ
と
は
包
紙
に
あ
り

江
戸
て
り
ふ
り
町
北
側
お
や
ぢ
橋
入
口
東
花
堂
製
（
下
巻
裏
表
紙
見
返
し
）

鶏
し、
ろ‐』

ぃ切負

さ
っ
そ
く
ぜ
ん
く
わ
い

あ
し
じ
ゆ
う

か
つ

よ
ろ
こ

か
た

そ
ん
ざ
う
ぢ
さ
ん

み
や
こ

じ
せ
つ
ま

早
速
に
全
快
し
て
、
手
足
自
由
に
な
り
し
か
ぱ
、
三
勝
平
三
が
喜
び
も
大
方
な
ら
ず
。
そ
の
尊
像
を
持
参
な
し
、
都
に
あ
っ
て
時
節
を
待
ち
、

お
い
へ
う
か
ざ
ね
い
し
り
ぞ

そ
れ
が
し
す
い
き
よ

し
ん

は
ん
ふ
う
ふ

つ
』
う

あ
か
つ
き
た
び
だ

は
な
み
や
こ
い
そ
ゆ

御
家
を
窺
ふ
伝
人
を
退
け
し
後
、
某
が
推
挙
な
さ
ん
と
新
十
郎
。
半
七
夫
婦
平
三
お
通
、
こ
の
暁
に
旅
立
ち
て
、
花
の
都
へ
急
ぎ
行
く
。

め
で
た

目
出
度
し
。
ｊ
ノ
１
１
１
．
１
ノ
く
１
１
．
１
″
１
１
、
。
ｊ
ノ
ー
、
、
。

あ
と
き
や
う
げ
ん
こ
う
へ
ん
め
か

ひ
や
う
ば
ん

○
こ
の
後
の
狂
言
は
後
編
に
お
目
に
掛
け
ま
す
。
ご
評
判
。
ノ
ー
・
ノ
ー
。
ノ
ー
。

き
く
じ
ゆ
か
一
う

菊
寿
香
一
包
四
拾
八
孔

松
治
郎
画
兼
吉
作

（
鋤
ウ
）
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七十七「清談青砥刃味j解題・翻刻・影印
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七十七『清談青砥刃|床」解題・翻刻・影印
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七十七『清談青砥刃味」解題・翻刻・影印
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七十七『清談青砥刃味』解題・翻刻・影印
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七十七『清談青砥刃味』解題・翻刻・影印
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七十七『清談青砥刃味』解題・翻刻・影印

霧琴驚 、緊密電

色
函
』

忘
斗
）

－221－



！
（
弓
叫
・
画
つ
斗
）

蕊

－222－



七十七『清談青砥刃味」解題・翻刻・影印
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